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お買いあげいただきましてありがとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。
本機は日本国内専用のモデルですので、外国で使用することはできません。

本機を使用するには、総務省のアマチュア無線局の免許が必要です。
また、アマチュア無線以外の通信には使用できません。
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安全上のご注意

絵表示について
この「安全上のご注意」には、お使いになる
かたや他の人への危害と財産の損害を未然
に防ぎ、安全に正しくお使いいただくため
に、重要な内容を記載しています。ご使用の
際には、次の内容(表示と意味)をよく理解し
てから本文をお読みになり、記載事項をお
守りください。

この表示を無視して誤っ
た取扱をすると、人が死
亡または重傷を負う危険
が差し迫って生じること
が想定される内容を示し
ています。

この表示を無視して誤っ
た取扱をすると、人が死
亡または重傷を負う可能
性が想定される内容を示
しています。

この表示を無視して誤っ
た取扱をすると、人が傷
害を負う可能性が想定さ
れる内容および物的損害
のみの発生が想定される
内容を示しています。

絵表示の例
 記号は、注意(危険・警告を含む)

を促す内容があることを告げるも
のです。図の近くに具体的な注意内
容を示しています。

 記号は、禁止の行為であること
を告げるものです。図の中や近くに
具体的な禁止内容(左図の場合は分
解禁止)を示しています。

 記号は、行為を強制したり指示
する内容を告げるものです。図の中
や近くに具体的な指示内容(左図の
場合はACアダプターをACコンセ
ントから抜け)を示しています。

危険

警告

注意

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に
生じた故障、その他の不具合、またはこの製品の使用
によって受けられた損害につきましては、法令上の
賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その
責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

危険
ニッケル水素バッテリーの取り扱いについて

ニッケル水素バッテリーは次のことを守らない
と、けがや、バッテリーの漏液、発火、発熱、
破裂させる原因となりますので、下記のことを
必ずお守りください。

● 充電温度範囲は0℃～4 0 ℃です。こ
の温度範囲以外では充電しないでく
ださい。

●   指定以外の機器への取り付けはしない
でください。

●   専用充電器以外では充電しないでくだ
さい。

●   所定の充電時間を超えても充電が終
了しない場合は、充電をやめてくだ
さい。

●   ストーブのそばや炎天下など高温の
場所で使用したり、放置しないでく
ださい。

● 火の中に投入したり、加熱したり、ハ
ンダ付けしないでください。

● 端子を針金などの金属類でショートさ
せないでください。また、ネックレス
やヘアピンなどと一緒に持ち運んだ
り、保管しないでください。

●   分解、改造や釘を刺したり、ハンマー
で叩いたり、踏みつけたりしないでく
ださい。

●   漏液したり異臭がするときは、ただち
に火気より遠ざけてください。

●   バッテリー液が目に入ったときは、失
明のおそれがありますので、こすらず
に、すぐきれいな水で洗った後、直ち
に医師の治療を受けてください。

●   バッテリー液が皮膚や衣服に付着した
ときは、皮膚に障害を起こすおそれが
ありますので、すぐにきれいな水で洗
い流してください。

●   電磁調理器の上に乗せたり電子レンジ
や高圧容器に入れないでください。

●   幼児の手の届く場所には置かないでく
ださい。
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安全上のご注意

警告
使用環境・条件

● 交通安全上、運転しながら交信するの
はおやめください。

● 電子機器（特に医療機器）の近くでは使
用しないでください。電波障害により
機器の故障・誤動作の原因となります。

● 航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、
中継局周辺、病院内では絶対に使用し
ないでください（電源も入れないでく
ださい。）。運行の安全や無線局の運用
や放送の受信に支障をきたしたり、医
療機器が故障・誤動作する原因となり
ます。

● この製品を使用できるのは、日本国内
のみです。国外では使用できません。

トランシーバー本体の取り扱いについて
● 長時間の連続送信はしないでください。
発熱のため本体の温度が上昇しますの
で、やけどをしないようにご注意くだ
さい。

● イヤホンを使用する場合、電源を入れ
る前に、音量を下げてください。聴力
障害の原因になることがあります。

● このトランシーバーは調整済です。分
解・改造して使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

● 布や布団で覆ったりしないでください。
熱がこもり、ケースが変形したり、火
災の原因となります。直射日光を避け
て風通しの良い状態でご使用ください。

● 水をかけたり、水が入ったりしないよ
う、またぬらさないようにご注意くだ
さい。火災・感電・故障の原因となり
ます。

● 水などでぬれやすい場所（風呂場な
ど）では使用しないでください。火災・
感電・故障の原因となります。

● 近くに小さな金属物や水などの入った
容器を置かないでください。こぼれた
り、中に入った場合、火災・感電・故
障の原因となります。

充電器の取り扱いについて
● ＡＣ1 0 0 Ｖ以外の電圧で使用しない
でください。火災・感電・故障の原因
となります。

● 充電器と他の製品の電源プラグをタコ
足配線しないでください。過熱・発火
の原因となります。

● ぬれた手で充電器に触れたり、抜き差
ししないでください。感電の原因とな
ります。

● 充電器はＡＣコンセントに確実に差し
込んでください。電源プラグの端子に
金属などが触れると、火災・感電・故
障の原因となります。

● 電源プラグの端子にほこりが付着した
まま使用しないでください。ショート
や過熱により火災・感電・故障の原因
となります。

警告

安定化電源の使用について
● ＡＣ1 0 0 Ｖ以外の電圧で使用しない
でください。火災・感電・故障の原因
となります。

●   安定化電源を使用するときは、ニッケ
ル水素バッテリーまたはバッテリー
ケースを取り付けてください。取り付
けないと、やけどの原因となります。

● 安定化電源の電源プラグと他の製品の
電源プラグをタコ足配線しないでくだ
さい。

● ぬれた手で安定化電源の電源プラグに
触れたり、抜き差ししないでくださ
い。感電の原因となります。

● 安定化電源の電源プラグはＡＣコンセ
ントに確実に差し込んでください。電
源プラグの端子に金属などが触れると、
火災・感電・故障の原因となります。

● 安定化電源の電源プラグの端子にほこ
りが付着したまま使用しないでくださ
い。ショートや過熱により火災・感電・
故障の原因となります。

●   DC ケーブルを加工したり、ヒューズ
ホルダーを取り除いて使用すること
は、絶対にしないでください。火災・
感電・故障の原因となります。
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安全上のご注意

シガレットライターケーブルの使用について
● DC1 2 V 車専用ですので、大型車など
のDC2 4 Vには直接接続しないでくだ
さい。火災・感電・故障の原因となり
ます。

● 車両のDC1 2 Vから電源を供給する時
は、必ずシガレットライターケーブル
（PG-3 J ）を使用してください。

●   大型車などのDC2 4 V からDC -DC コ
ンバーターを介して接続する場合も、
必ず指定のシガレットライターケーブ
ル（PG-3 J ）を使用してください。サー
ジ電圧により、火災・感電・故障の原
因となります。

● シガレットライターケーブル（P G -
3 J ）を使用するときは、ニッケル水素
バッテリーまたはバッテリーケースを
取り付けてください。取り付けないと
やけどの原因となります。

● ぬれた手でシガレットライターケーブ
ルに触れないでください。感電の原因
となります。

警告

異常時の処置について
以下の場合はすぐに本体の電源をOFF に
して、バッテリーを取りはずし、充電器を
ご使用の場合は、充電器をACコンセント
から抜いてください。異常な状態のまま
使用すると、火災・感電・故障の原因とな
ります。
修理はお買い上げの販売店、または当社
サービスセンターにご連絡ください。お
客様による修理は、危険ですから、絶対に
おやめください
● 異常な音がしたり、煙が出たり、変な
臭いがするとき

● 落としたり、ケースを破損したとき
● 内部に水や異物が入ったとき
● 充電器のコードが傷んだとき（芯線の
露出や断線など）

● 雷が鳴り出したら、安全のため早めに
本体の電源をOFFにし、充電器をご使
用の場合は、充電器をAC コンセント
から抜いて、ご使用をお控えください。

保守・点検
● 本体や充電器のケースは、開けないで
ください。けが・感電・故障の原因と
なります。内部の点検・修理は、お買
い上げの販売店または当社サービスセ
ンターにご依頼ください。

警告
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安全上のご注意

使用環境・条件
● テレビやラジオの近くで使用しないで
ください。電波障害を与えたり、受け
たりすることがあります。

● 湿気の多い場所、ほこりの多い場所、
風通しの悪い場所には置かないでくだ
さい。火災・感電・故障の原因となる
ことがあります。

● ぐらついた台の上や傾いた所、振動の
多い場所には置かないでください。落
ちたり、倒れたりしてけがの原因とな
ることがあります。

● 直射日光が当たる場所や車のヒーター
の吹き出し口など、異常に温度が高く
なる場所には置かないでください。内
部の温度が上がり、ケースや部品が変
形・変色したり、火災の原因となるこ
とがあります。

● 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気
が当たるような場所には置かないでく
ださい。火災・感電・故障の原因とな
ることがあります。

注意

トランシーバー本体の取扱いについて
● アンテナを誤って目にささないように
してください。

● 外部スピーカー／マイクロホン端子に
はオプションのスピーカーマイクロホ
ン以外は接続しないでください。故障
の原因となることがあります。

● アンテナを取付けない状態で、送信し
ないでください。火災・故障の原因と
なることがあります。

● 旅行などで長期間ご使用にならないと
きは、安全のため必ず本体の電源を
OFF にし、バッテリーを取りはずし、
充電器をご使用の場合は充電器をAC
コンセントから抜いてください。

充電器の取り扱いについて
● 充電器を抜くときは、コードを引っ張
らないでください。火災・感電・故障
の原因となることがあります。必ず充
電器本体を持って抜いてください。

● 充電器本体を熱機具に近付けないでく
ださい。火災・感電・故障の原因とな
ることがあります。

注意

保守・点検
● お手入れの際は、安全のため必ず本体
の電源をOFFにして、バッテリーを取
りはずし、充電器をご使用の場合は、
充電器をAC コンセントから抜いてく
ださい。

● 水滴が付いたら、乾いた布でふきとっ
てください。汚れのひどいときは、水
で薄めた中性洗剤をご使用ください。
シンナーやベンジンは使用しないでく
ださい。
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本機の特長

使用上のご注意
● ハイパワーで長時間送信すると、放熱のため本
機の温度が上昇します。取り扱いには充分ご注
意ください。

● 他人の通信を聞いて、これを漏らしたり、窃用す
ることは電波法により禁止されています。

● 電波の届く距離は地形や環境によって大きく異
なります。

● コンクリートの壁や、自動車などの金属物体の
周囲では、交信距離が短くなります。

● テレビ、ラジオの近くで使用すると、電波妨害を
与えたり、受けたりすることがあります。これら
の機器からは離れてお使いください。

● 安定化電源の近くで送信すると、その電源の出
力電圧が異常となり、接続された機器が損傷す
る場合があります。

● 安定化電源を使用するときは、1 2 Vから1 6 V
の電源電圧の範囲で使用してください。この範
囲以外の電圧を加えると、故障の原因となりま
す（→p.1 2）。

● 外部スピーカー／マイクロホン端子や外部電源
端子のゴムキャップが外れていると、水が入り
やすくなりますので、スピーカーマイクロホン
や外部電源を使用するときは、本体との接続部
に水滴が付かないようにご注意ください。

● 車のシガレットライターソケットから電源を
とる場合は、必ずオプションのシガレットラ
イターケーブル（P G -3 J ）を使用してくだ
さい（→p.1 2 ）。

● 車のバッテリーを充電するときは、電圧異常に
よる本機の破損を避けるためシガレットライ
ターケーブル（PG -3 J ）を必ず抜いてから充
電してください。

● オプションの各ケーブルを接続する時は、本機お
よび接続する機器の電源を切ってください。

■ 高い堅牢性と防滴性能を確保
米軍規格(MIL -S T D8 1 0 )をはじめ、J IS 保護
等級4防沫型、欧州を中心にした国際規格であ
るIP 5 4に対応しています。
（MIC、S P、DC  IN端子を使用している時は、J IS 保護等級
4防抹型の基準は満たしません。）

■ 視認性に優れた大型LC Dを採用

■ LC D&キーイルミネーション
LCDおよび操作頻度の高い4キーの照明機能
（電源キー、および側面のキーには照明機能はありません。）

■ V OX機能内臓
別売品のKHS -2 1を使用してハンズフリー・
オペレーションが可能です。

■ 最大1 0 7のメモリーチャンネル
1 0 0チャンネルのメモリーに加え、CALLチャ
ンネル、プログラムスキャンメモリー、プライ
オリティーチャンネルがメモリーできます。

■ メモリーネーム機能
各メモリー・チャンネルに最大6桁の名前（ア
ルファベットおよび数字）登録することが可能
です。（メモリーネーム機能を使用する場合、メモリー
チャンネル数は最大で5 0チャンネル＋CALLチャンネル/プ
ログラムスキャンメモリー/プライオリティーチャンネルにな
ります。）

■ パワーオンメッセージ
自分のコールサイン等を登録すると、電源ON
時に約１秒間表示します。

■ P Cコントロール機能
メモリーコントロール用プログラム<MC P -
1 A：フリーウェア>を使用して、パソコンか
らメモリーの設定が可能です。多くの周波数を
使うときや、他の同一機種にも同じ設定にした
い場合に便利な機能です。

■ 1 3 .8 V  DC -IN端子装備
バッテリー (ニッケル水素バッテリー/アルカ
リ乾電池)での運用のみならずDC運用も可能で
す。充電機能も併せ持つため「DC 運用と併用
して充電池への充電」も可能です。

■ プライオリティー・スキャン機能
聞き逃したくない優先度の高いチャンネルをプ
ライオリティー・チャンネル に設定すること
で、あたかも2波を同時に待ち受けているよう
に使用可能です。
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■
同
梱
品
を
確
認
す
る

同梱品を確認する
同梱品が全て揃っていることを確認してくだ
さい。

アンテナ 

ニッケル水素バッテリー 
　（7 .2 V／1 1 0 0mA h） 

P B -4 3 N 
 

 

充電器 

ハンドストラップ 

取扱説明書、ケンウッド全国サービス網 
保証書、J A R L入会申込書 

トランシーバー本体 

ベルトフック 

バッテリーケース 
（アルカリ乾電池用） 

BT -1 4

TH-K 2 :赤 

TH-K 4 :白 

T H -K 2 とTH-K 4
では絶縁部品の色
が異なります。 

REV

M.IN C.INM V

MENU

F VFO MR CALL

¡ 梱包箱などはアフターサービスを依頼
する時などのため、保管しておくこと
をお勧めします。

アンテナを取り付ける
付属のアンテナを取り付けます。

1 アンテナの根元を持って、ネジ取
り付け穴を本体のネジ先端に合わ
せる

2 アンテナが固定されるまで時計方
向（右）に回す

M
IN

C.IN

MONI

LAMP

SQL

LOW

PTT

CALL

VOL
ENC.

M
IN

C.IN

MONI

LAMP

SQL

LOW

PTT

CALL

VOL
ENC.

外す場合は反時計方向（左）に回します。

¡ 外部アンテナを接続する場合は、正し
く調整された（S WR1 .5 以下）アンテ
ナを使用してください。

¡ T H -K 2 とT H -K 4 を両方お持ちの場合
は、アンテナの絶縁部品の色を確認し
て間違えないようにしてください。
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■
電
源
を
取
り
付
け
る

電源を取り付ける
電源にはニッケル水素バッテリー／アルカリ乾
電池／安定化電源（→p.1 2）／シガレットライ
ター（→p.1 2）が使用できます。お買い上げ時
はニッケル水素バッテリーは満充電されていま
せんので、充電してからご使用ください。

ニッケル水素バッテリーを取り付ける

● バッテリー裏側の凸部と本体裏側
のみぞを合わせ、リリースレバー
を本体にロックさせる

D
C

  I
N

13
.8

V

M
IC

S
P

q
w

e

リリース 
レバー 
保護 
カバー 

保護カバーが開いている場合は図のように
カバーを閉じます。

ニッケル水素バッテリーを取り外す

● バッテリー下部の保護カバーを開
いて、リリースレバーを矢印の方
向に押しながらバッテリーを取り
外す

D
C

  I
N

13
.8

V

M
IC

S
P

e

q

w

ニッケル水素バッテリーを充電する

ニッケル水素バッテリーを本体に取り付けてから

1 DC  IN端子に充電器のプラグを差
し込む
DC IN端子にプラグを差し込んでからニッケ
ル水素バッテリーを取り付けた場合は、本
体の電源を一度ON/OFFしてください。

2 充電器をACコンセントに差す

DC  IN（外部電源端子） 

MIC

SP

AC100V

¡ 本体の電源をONにして充電すると、充
電時間が多少長くなります。

¡ 充電中は送信しないでください。故障
の原因となることがあります。

¡ ニッケル水素バッテリーを取り外す時
は、本体とバッテリーの接合面が熱く
なっている場合がありますのでご注意
ください。

¡ 上記手順通りに操作を行った後、充電
されたかどうか充電器プラグを抜き、
「バッテリー残量表示」（→p.1 2）で
確認してください。

¡ 充電中は無線機本体が温かくなります
が、異常ではありません。
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◆ ニッケル水素バッテリーについて
¡充電する時は完全にバッテリーパックを使い
切ってからおこなってください。バッテリー
パックを使い切ってない状態で充電を繰り返
すと、過充電となりバッテリーパックの使用
可能回数が通常より減ることがあります。
また、メモリー効果も発生します。その場合
も、一度バッテリーを使い切ってから充電し
てください。

¡付属の充電器による充電時間は約1 2 時間で
す。充電後は必ず充電器のプラグをトラン
シーバー本体から抜いてください。
2 4時間以上充電器をトランシーバー本体に接
続したままにしないでください。
プラグをトランシーバー本体に差し込んだま
ま、再度充電器をACコンセントに差し込む
と、バッテリーパックはもう一度充電され、
過充電状態になります。

¡環境温度が0℃～4 0 ℃以外では、充電はで
きません。また、充電中に温度が6 0 ℃を超
えると、充電を停止します。

¡バッテリーパックの端子をショートさせた
り、バッテリーパックを火中に投じたりしな
いでください。また、バッテリーパックを分
解しないでください。

¡お買い上げ時や長期間保存後はバッテリーの
使用時間が通常より短くなります。充電/放
電を2、3回繰り返すと通常の使用時間に戻
ります。

¡満充電しても使用時間が短くなってきた場合
は、バッテリーパックの寿命です。このまま
充放電を繰り返すと、液漏れの原因となるこ
とがあります。新しいバッテリーパックをお
買い求めください。

¡充放電を繰り返すと、使用できる時間が徐々
に短くなります。

¡使用せずに置いておくだけでもわずかながら
電池の劣化が進みます。

¡高温状態で充放電を行ったり、無線機を使用
すると寿命が短くなります。また、高温状態
での保管も劣化の進行が早まります。車の中
に置いたままにしたり、暖房機の上に置いた
りしないでください。

■
電
源
を
取
り
付
け
る

乾電池を取り付ける
アルカリ乾電池を使用する場合は、付属のバッ
テリーケース（BT -1 4）を使用します。

1 フックを矢印の方向に引いてバッ
テリーケースのふたを開ける

2 単3アルカリ乾電池（6本）をバッ
テリーケースに入れる
乾電池を極性（ ､ の方向）に注意して入
れます。

3 ふたのつめをケースのみぞに合わ
せて閉める

みぞ 

フック 
つめ 

e

q

w

4 バッテリーケースを取り付ける
バッテリーケースの取り付け/取り外し方は
ニッケル水素バッテリーと同じです。

¡ 新しい電池と古い乾電池を混ぜて使用
しないでください。

¡ 異なる種類の電池を混ぜて使用しないで
ください。

¡ ニカド電池は使用しないでください。
¡ 長時間使用しない時はバッテリーケー
スを外してください。

¡ マンガン電池はアルカリ電池より内部
抵抗が大きく、送信出力が下がります
ので使用できません。

Ni-MH    充電式電池 

使用済後は 
リサイクルへ 

不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃 
棄しないで充電式電池リサイクル協力店へお持ち 
ください。 
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バッテリー残量表示
ローパワー送信時にバッテリー残量の目安を
ディスプレイに表示します。

　バッテリー残量の目安（ローパワー送信時） 

　　　　　　　　　　　　：高 
　　　　　　　　　　　　：中 
　　　　　　　　　　　　：低 
   表示無し： 要充電または乾電池の交換が必要 
      

 
 

¡ 表示が「低」になった場合はできるだ
け速やかに充電（二ッケル水素バッテ
リーの場合）または電池交換（アルカ
リ乾電池の場合）をしてください。

¡ アルカリ乾電池を使用時は、電池によ
り「高」の表示がされない場合があり
ます。

安定化電源を接続する
市販の安定化電源を接続する場合は、オプショ
ンのDCケーブルPG-2Wを使用します。

1 DCケーブル（PG-2W）の赤ライ
ンの入った黒線を安定化電源の
へ、黒線を へ接続する

2 P G -2 WのプラグをDC  IN端子に
差し込む

3 安定化電源のA C プラグをコンセ
ントに差す

MIC

SP

DCケーブル 
（PG-2W） 

安定化電源 
（DC 1 3 .8 V /2 A以上） 

AC  1 0 0 V

黒 

ヒューズ 

赤／黒 

q

w
e

DC  IN（外部電源端子） 

¡ 安定化電源を接続する時は、必ずPG-
2 Wを使用してください。

¡ 電圧は1 2 V～1 6 Vの範囲で設定してく
ださい。この範囲外で使用すると故障
の原因になります。なお、本体の温度
が異常に上昇したり、ハイパワー時に
電源電圧を約1 4 .5 V以上に設定すると
「 」が点滅して、送信出力が自動的
に下がります。

¡ 安定化電源を接続している時もバッテ
リーパックは充電されます。

過電圧警告について
入力電圧が約1 6 .5 Vを超えると、「ピーピー」
と警告音が鳴り、ディスプレイに「DC  ERR」
と表示されます。

シガレットライターソケットに接続する
自動車のシガレットライターソケットに接続す
る場合は、オプションのシガレットライター
ケーブルPG-3 J を使用します。

1 シガレットライターケーブル
（PG-3 J ）のプラグをDC  IN端子
に差し込む

2 自動車のシガレットライターソ
ケットにPG-3 J を差し込む

MIC

SP

シガレットライター 
ケーブル（PG-3 J ） 

q

w

DC  IN（外部電源端子） 

¡ シガレットライターソケットに接続し
ている時もバッテリーパックは充電さ
れます。

■
電
源
を
取
り
付
け
る
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¡ シガレットライターから電源を取る時
は、トランシーバーを保護するため、
必ずPG-3 J を使用してください。

¡ 車のバッテリーを充電する時は、必ず
PG-3 J を抜いてください。

¡ 大形車などの2 4 V から電源をとる時
は、必ずDC -DCコンバーターを介して
1 2 V にしてから、P G -3 J を使用して
接続してください。

1 2 V2 4 V

DC -DCコンバーター 

この状態で使用すると火災の原因になります。 

1 2 V2 4 V

DC -DCコンバーター 

1 2 V2 4 V

DC -DCコンバーター 

シガレットライター 
ソケット 

PG-3 J

P G-3 J

P G-2 Wは 
使用不可 

¡ P G -2 Wを直接車両のバッテリーやシガ
レットライターソケットに接続して使
用することもお止めください。

ベルトフックを取り付ける
必要に応じてベルトフックを取り付けます。ベ
ルトフックはネジ2本にて固定します。

1 付属のネジの先端を仮止めする

2 ベルトフック右側の穴をネジに合
わせて、ベルトフックを左側にス
ライドさせる

3 ネジを締める

D
C

  I
N

13
.8

V

M
IC

S
P

eq

w

¡ ベルトフックを取り付けない場合は、
ネジを取り外してください。（送信時
にネジが熱くなることがあります。）

ハンドストラップを取り付ける
必要に応じてハンドストラップを取り付けま
す。ハンドストラップ先端のひもを本体の穴に
通し、そのひもにハンドストラップのもう一方
を通して引っ張ります。

DC  IN13.8V

MIC

SP

■
ベ
ル
ト
フ
ッ
ク
を
取
り
付
け
る
■
ハ
ン
ド
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
取
り
付
け
る
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■
各
部
の
名
称
と
主
な
動
作

各部の名称と主な動作

DC  IN
13.8V

MIC

SP

M
.IN

C.IN

MONI

LAMP

SQL

LOW

PTT

M
R

M
ENU

REV

M
V

F

VFO

VOL
ENC.

CALL

PTT

LAMP

MONI
SQL

REV

MENU M.IN

MR

M V

VFO

DC  IN端子 

外部S P /MIC端子 
 

キー 

キー 

[V OL ]ツマミ 
（ボリュームツマミ)

キー 

キー 

スイッチ 

キー 

キー 

キー 

キー 

送受信LED

アンテナ端子 

バッテリー部 

デ ィ ス プ レ イ の 照 明 を
ON/OFFします。《→p.54》 

送信します。《→p.1 9 》 

ニッケル水素バッテリーパ
ックや電池ケースを取り付
けます。《→p.1 0 》 

アンテナを取り付けます。 
《→p.9 》 

送信中は赤色に点灯、ビジー中
は緑色に点灯します。 周波数可変/メモリーチャンネル

の選択、メニューなど設定に使
用します。 

機能拡張設定モードにしたり、
キーロック機能《→p.5 5》を
ON/OFFします。 

メニューモード《→p.2 0》の
呼び出しやリバース機能《→
p.2 8》をON/OFFします。 

スケルチを一時的に解除（モニ
ター）《→p.17》したり、スケ
ルチのスレショルドレベル調整
モード《→p.29》にします。 

V F Oモード《→p .1 7 》の
選択やメモリーをV F Oにシ
フトします《→p.3 6 》。 

MRモードの選択やメモリーチ
ャンネルを登録をします。 
《→p.1 8 / 31》 

C A L Lモードの選択やC A L L
チャンネルを登録します。 
《→p.1 8 / 3 3 》 

電源をON/OFFします。 
《→p.1 6 》 

A Fレベル（音量）を調整し
ます。《→p.1 6 》 

防水カバーを開くと
、充電器や外部DC
電源を接続する端子
があります。 

防水カバーを開くと
、スピーカーマイク
ロホンやヘッドセッ
トを接続する端子が
あります。 

[ ENC ]ツマミ 
（エンコーダ－ ツマミ)  
 

ディスプレイ 
表示の説明は右ページを参照
してください。 

C.IN

CALL

F

¡ 詳細な操作や動作については、各機能の操作ページをご覧ください。
¡ ディスプレイは共通仕様になっており、本機では使用しないインジケーターがあります。

トランシーバー本体



1515

準備する

ディスプレイ

C T C S S 機能がON
しているときに表
示します。 
《→p.4 4》 

トーン機能がONしてい
るときに表示します。 
《→p.2 4》 

D C S 機能がONしていると
きに表示します。 
《→p.4 6》 

シフトON時のシフト方向《→p.27》、
またはスプリットチャンネル時に表示し
ます。 

周波数やメモリーネーム《→p.3 4 》、   
各種設定時の内容を表示します。 

メモリーチャンネルロッ
クアウトに設定されたチ
ャンネルを選択中に表示
します。《→p.4 2》 

プライオリティースキャン機能
がONのときに表示します。 
《→p.4 3》 

オートマチックシンプレックスチ
ェッカ－ (A S C )機能がONのときに
表示します。《→p.2 8》 

リバース機能がONのときに表示し
ます。《→p.2 8》 

FMナローに設定され
ているときに表示しま
す。《→p.53》 

チャンネルN o .
《→p . 1 8 》や
メニューNo. 
《→p.2 0 》を表
示します。 

メモリー登録さ
れたチャンネル
を選択中に表示
します。 
《→p.3 1》 

V OX機能がONのときに
表示します。 
《→p.5 8》 

キーロック機能が
ONのときに表示し
ます。《→p.55》 

受信時はシグナルメーター、 
ローパワー送信時はバッテリ
ー残量《→p.1 2 》を表示し
ます。 

       キーを押すと表示されます、拡張機
能モードになったことを表します。 

送信出力の設定状態を表示します。《→p.1 9》 
     ：ハイパワー設定時 
     ：ミドルパワー設定時 
     ：ローパワー設定時 

F

■
各
部
の
名
称
と
主
な
動
作
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すぐに使う

■
電
源
を
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
す
る
■
音
量
を
調
節
す
る

電源をON/OFFする
本機の電源を入れます。使い終わったら電源を
切ります。

電源をONする

ディスプレイに表示が出るまで

11111 を押す
電源がONすると、メッセージ（「パワー
オンメッセージ」→p.5 4：お買い上げ時は
機種名）が約1秒間表示された後、周波数
表示になります。

¡「DC  ERR」と表示し「ピーピー」と鳴
る（過電圧警告音）時は、入力電圧が約
1 6 .5 Vを超えています。すぐにケーブ
ルを抜いて電源をOFFしてください。

¡ パワーオンメッセージが点滅し、何も
キー操作ができない時は、バッテリー
の残量がありません。ニッケル水素
バッテリーを使用している場合はすぐ
に充電してください（→p.1 0）。アル
カリ乾電池の場合はすぐに新しいもの
と交換してください（→p.1 1）。

電源をOFFする

ディスプレイの表示が消えるまで

22222 を押す

¡ 受信中または待受け中に、一定時間キー
操作をしないと、自動的に電源がOFF
になります。

（「オートパワーオフ」→p.5 2）

バッテリーセーブ
無駄な電池の消耗を防ぐため、スケルチが閉じ
ていて、キー操作をしない状態が1 0秒以上続く
と、一定の比率で受信回路の電源をON/OFFす
る機能です。スケルチが開くか、キー操作が行
われるとセーブ動作が解除されます。
また、CTCS S（→p.4 4）、DCS（→p.4 6）の
設定を「ON」に設定している時は、CTCS S周波
数やDCSコードが一致した場合のみ、セーブ動
作が解除されます。

電源をOFFしている時間は0～5秒の間で設定で
きます（「バッテリーセーブの時間設定」→
p.5 2）。お買い上げ時の設定は1秒です。

音量を調節する
受信音、操作音の大きさを変えます。

音の大きさを変える

●●●●● [ V OL ]ツマミを回す
時計方向に回すと音量が大きく、反時計方
向に回すと音量が小さくなります。
音声が聞こえない時（スケルチが閉じてい
る時）は、 MONI

SQL を押しながら[V OL ]ツマミ
を回してノイズの大きさを調整します（モモモモモ
ニターニターニターニターニター）。

¡ スケルチのスレッショルドレベルは変
更できます（→p.2 9）。
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すぐに使う

■
モ
ニ
タ
ー
機
能
■
周
波
数
を
合
わ
せ
る
﹇
Ｖ
Ｆ
Ｏ
モ
ー
ド
﹈

モニター機能
スケルチが閉じているときに、強制的にスケル
チを開き、音声を聞く機能です。電波が弱く聞
き取りにくいときに便利です。

●●●●● MONI
SQL を押す
押している間、スケルチが開きます。

¡ モニター中は送受信LEDが緑色に点灯
します。

¡ 送信中はモニター機能は働きません。
¡ スキャン（→p.3 8 ）中に MONI

SQL を押す
と、その時のスキャン再開条件（→
p.3 8）にかかわらず、その周波数で停
止し、スケルチが開きます。 MONI

SQL を離
すと、スキャンが再開します。

周波数を合わせる［V FOモード］
周波数を自由に変えられるモードです。周波数
を合わせるには2通りの方法があります。

設定されているステップで合わせる

11111 M V

VFO を押す
表示している周波数で受信します。

22222 [ ENC ]ツマミを回す
[ENC ]ツマミを回すと、設定されているス
テップ（→p.2 9）で周波数が変わります。

MHzステップで合わせる［MHzモード］

V F OモードまたはC A L Lモード（→p1 8 ）を
選んでから

11111 F を押す
MH zモードになり、MH zの桁が点滅し
ます。

22222 [ ENC ]ツマミを回す
1MHzステップで周波数が変わります。

33333 何かキーを押す
MHzモードが終了します。

¡ CALLモード（→p.1 8）の時に F を
押すとMHzモードになります。この状
態で[ENC ]ツマミを回すと、CALLチャ
ンネルの周波数がVFOにコピーされ、
そこから周波数が変化します。
何も操作せずに再度 F を押すと、
CALLチャンネルに戻ります。
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すぐに使う

周波数を合わせる［MRモード］
よく使う周波数はメモリーチャンネル（MR）
にメモリー（→p.3 1）しておくと、すぐに呼び
出せます。

メモリーチャンネルを呼び出す

11111 M.IN

MR を押す
メモリーチャンネル（MR）モードとなり、
前回使ったチャンネルが呼び出されます。

¡ メモリーが何も登録されていない時はメ
モリーモードになりません。（「メモリ
ーの登録」→p.3 1）

22222 [ ENC ]ツマミを回して、メモリー
チャンネルを選ぶ
時計方向に回すとメモリーチャンネル番号
の大きい方向に、反時計方向に回すとメモ
リーチャンネル番号の小さい方向を呼び出
します。

呼び出したいメモリーチャンネル番号を表
示させます。

元の周波数表示（V FOモード）に戻るには
M V

VFO を押します。

周波数を合わせる［C A LLモード］
不特定の相手局を呼び出す時はCAL Lチャンネ
ルを使います。

C A LLチャンネルを呼び出す

●●●●● C.IN

CALL を押す
C A L L チャンネルが呼び出されます
（「CCCCC」が点灯）。初期設定はT H -K 2 が
「1 4 5 .0 0 0 」［MH z］、T H -K 4 が
「4 3 3 .0 0 0」［MHz］です。

もう一度、
C.IN

CALL を押すと元の周波数に戻り
ます。

¡ CALLチャンネル呼び出し時に[ENC ]
ツマミを回すと、CALLチャンネルの
内容がV FOにコピーされて、V FOモー
ドに切り替わり、周波数が[ENC ]ツマ
ミを回した方向に変わります。

¡ CALLチャンネルの内容は書き換える
ことができます（→p.3 3）。

■
周
波
数
を
合
わ
せ
る
﹇
Ｍ
Ｒ
モ
ー
ド
﹈
■
周
波
数
を
合
わ
せ
る
﹇
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
モ
ー
ド
﹈
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すぐに使う

■
送
信
す
る
■
温
度
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
■
バ
ッ
テ
リ
ー
の
使
用
時
間
に
つ
い
て

送信する
まず初めに、送信しようとする周波数で受信し
て他局と混信していないことを確認してくださ
い。また、近くの相手に送信する時は出力を下
げてください。

周波数（→p.1 7）を選んでから

11111 PTT を押し続ける

押している間送受信L E Dが赤色に点灯し
て、送信状態になります。

¡ 連続して1 0分送信すると、自動的に受
信に戻ります（「タイムアウトタイマ
ー」→p5 6）。送信を続ける時は、一
度 PTT を離してもう一度押し直してく
ださい。

¡ PTT を押しても送信しないようにできま
す。（「送信禁止」→p.5 7）

送信を終える時は

22222 PTT を離す

受信状態に戻ります。

送信出力を切り替える

11111 F を押す

22222 PTT を押す

操作1 -2を繰り返すたびに、ハイパワー（
が点灯が点灯が点灯が点灯が点灯）→ミドルパワー（ が点灯が点灯が点灯が点灯が点灯）→
ローパワー が点灯が点灯が点灯が点灯が点灯）と切り替わります。

ーワパイハ 約 W5 ( 約は池電乾リカルア )W5.3

ーワパルドミ 約 W5.1 ( 約は池電乾リカルア )W2.1

ーワパーロ 約 W5.0 ( 約は池電乾リカルア )W3.0

¡ 送信中は切り替えられません。

温度プロテクションについて
外部電源にて本機をハイパワーで運用し、本機
の温度が上昇すると、安全のため温度プロテク
ション機能が働き、自動的に送信出力を下げま
す。（ディスプレイの「 」が点滅します。）
温度プロテクションが動作した時は、電源を
OFFにするか、または受信状態にして、温度が
下がるまでお待ちください。

長時間運用（ヘビーデュ－ ティー使用）したい
時は、ミドルパワー以下でご使用ください。

なお、電源電圧が1 4 .5 V以上になると、温度
プロテクションと同様に自動的に送信出力をミ
ドルパワーに下げます。

バッテリーの使用時間について
送信6秒／受信6秒／待ち受け4 8秒を繰り返し
た時の使用時間の目安です。（単位：時間）

TH-K 2

池電用使
間時用使

力出信送
H

力出信送
M

力出信送
L

N34-BP
素水ルケッニ（
）ーリテッバ

5.5 5.8 0.11

単3形
池電乾リカルア 0.4 0.8 5.01

TH-K 4

池電用使
間時用使

力出信送
H

力出信送
M

力出信送
L

N34-BP
素水ルケッニ（
）ーリテッバ

0.5 5.7 0.01

単3形
池電乾リカルア 0.3 0.7 5.9
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使いこなす

■
メ
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド

メニューモード
いろいろな機能をメニュー形式で設定するモー
ドです。自分の好みに合うように設定したり変
更したりできます。

設定する

11111 REV

MENUを押す
メニューモードになり、メニューNo.、メ
ニュー項目および現在の設定値が表示され
ます。

メニュー項目 

メニューNo.現在の設定値 

　

22222 [ ENC ]ツマミを回して、設定した
いメニュー項目を表示させる
例：「VOXゲイン」を選んだ場合。

33333 REV

MENUを押す
設定変更モードになり、設定値が点滅し
ます。

44444 [ ENC ]ツマミを回して、設定値を
変更する

55555 REV

MENUを押す
設定値が確定され、メニュー項目選択へ
戻ります。

¡ 詳しい設定方法は各機能のページを参
照してください。

66666
REV

MENU  、 MONI
SQL  、 LAMP 以外のキーを

押す
メニューモードが終了します。

¡ メニューモード中でも LAMP、 MONI
SQL は動作

します。この操作によりメニューモード
が終了することはありません。

¡ 操作の途中で PTT を押すと、変更中の設
定を確定せずにメニューモードが終了
します。

¡ スキャン（→p3 8）中に
REV

MENUを押すと
スキャンは解除されます。
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使いこなす

■
メ
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド

メニュー一覧（1 /2）

ーュニメ
.oN 示表 能　機 肢択選 値期初 照参

ジーペ

1 .PTS 定設の数波周プッテス
/01/52,6/5
/52/02/51/5.21
)zHk(001/05/03

)zHk(02 92

2
.T
.TC
SCD

、ンート SSCTC 、 SCD の FFO/NO ENOT/FFO
SCD/SSCTC/ FFO

42
44
64

3 .T 数波周ンート 定設の / ンャキスンート 42 照参ジーペ )zH(5.88 52

4 .TC SSCTC 定設の数波周 SSCTC/ キス
ンャ 44 照参ジーペ )zH(5.88 44

54

5 .SCD SCD 定設のドーコ SCD/ ンャキス 64 照参ジーペ 320 64

6 .TFS 定設の向方トフシ /FFO ＋/－ FFO 72

7 OFV.P ルブマラグロプ OFV 定設の 限下 / 数波周限上

2K-HT
541-441 （ zHM ）
4K-HT

934-034 （ zHM ）

03

8 TESFFO 定設の幅トッセフオ 0～ 59.96 （ zHM ）

2K-HT
6.0 （ zHM ）

4K-HT
0.5 （ zHM ）

72

9 .ORA トッセフオーターピレクッチマトーオ FFO/NO NO 32

01 .IRP ィテリオイラプ ー ンャキス FFO/NO FFO 34

11 .NACS 定設の件条開再ンャキス ES/OC/OT OT 83

21 TUO.L のトウアクッロルネンャチーリモメ
定設 FFO/NO FFO 24

31 .HC.M 定設の数ルネンャチーリモメ 05/001 （ hc ） 05 （ hc ） 03

41 EMAN.N 録登のムーネーリモメ 大最 6 字文 － 43

51 .FDM 定設の示表ムーネーリモメ QRF/NM NM 53

61 .VAS 定設の間時ブーセーリテッバ
/6.0/4.0/2.0/FFO
/0.3/0.2/0.1/8.0

0.5/0.4 ）秒（
0.1 ）秒（ 25

71 .OPA 定設の間時フオーワパトーオ /09/06/03/FFO
　 081/021 ）分（ 03 ）分（ 25

81 .KC LLAC とーキ zH0571 り切の信送
え替 0571/LLAC LLAC 62

91 .DLH )zH(0571 定設の持保信送 FFO/NO FFO 62

02 .XOV XOV の FFO/NO 、 XOV のンイゲ
定設 1/FFO ～9 FFO 85

12 .BXV XOV 定設の御制ージビ FFO/NO FFO 95

22 .DV XOV 定設の間時延遅
/057/005/052
0002/0051/0001

0003/ （ sm ）
)sm(005 95

¡ TH-K 2では、メニューNo.9の設定を「ON」/「OFF」しても、オートマチックレピーターオフセット
機能のON/OFFによる、周波数/トーン周波数/シフト方向の設定切り替えはありません。
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使いこなす

■
メ
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド

メニュー一覧（2 /2）

ーュニメ
.oN 示表 能　機 肢択選 値期初 照参

ジーペ

32 .TOT 定設の間時ーマイタトウアムイタ 01/5/3 ）分（ 01 ）分（ 65

42 .LCB のトウアクッロルネンャチージビ
定設 FFO/NO FFO 75

52 .IXT 定設の止禁信送 FFO/NO FFO 75

62 .NO.P
GSM 録登のジーセッメンオーワパ 大最 6 字文 － 45

72 .PB 無有の音プービーキ 定設 FFO/NO NO 65

82 .SB トフシトービ 定設の FFO/NO FFO 35

92 .NMF MF 定設のーロナ FFO/NO FFO 35

03 .CNE 定設の除解クッローダーコンエ FFO/NO FFO 55

13 .CP CP 定設のドーモルーロトンコ FFO/NO FFO 06

23 .FMTD
RM FMTD 録登のーリモメ 0～ hc9

大最 61 ドーコの桁 － 84

33 .DPS FMTD 定設の度速信送 LS/AF AF 05

53 .AP FMTD 定設の間時ズーポ
/005/052/001

/0001/057
)sm(0002/0051

)sm(005 05

63 .L.TD FMTD 定設の止禁信送 FFO/NO FFO 15

99 TESER トッセリ LLUF/OFV OFV 36

¡ メニューNo.3 4は本機では表示されません。



2323

使いこなす

■
レ
ピ
ー
タ
ー

レピーター
ビルの屋上や山の上などの見通しの良い場所に
レピーター（自動中継局）が設置されている場
合は、レピーターを使うと送信出力が低くても
交信可能エリアが広がります。

レピータを使用する時は各機能を以下のように
設定してください。

名能機 値定設 照参
ジーペ

ンート
「 NO 」

の時げ上い買お（
は定設 FFO ）

42

ンート
数波周

「 zH5.88 」
の時げ上い買お（

）定設
52

向方トフシ
」－「

の時げ上い買お（
は定設 FFO ）

72

トッセフオ
幅

2K-HT ： zHM6.0
4K-HT ： zHM5

の時げ上い買お（
）定設

72

送信 
4 3 4 .9 2 0MHz

レピーター 

　　　受信 
4 3 9 .9 2 0MHz

受信 
4 3 9 .9 2 0MHz

　　　送信 
4 3 4 .9 2 0MHz

オートマチックレピーターオフセット
レピーターの周波数に合わせると自動的にシフ
ト（→p.2 7）とトーン（→p.2 4）を切り替え
ます。お買い上げ時の設定は「ON」です。

ONにする

11111 メニューモードで『9』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「ON」を選ぶ

33333 REV

MENUを押す

設定が終了して、メニュー項目選択に戻り
ます。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

「ON」に設定すると、以下の周波数に合わせる
と自動的に「－ 」（マイナス）シフト、トーン
ONになります。

数波周 000.934 ～ zHM599.934

数波周ンート zH5.88

向方トフシ ）スナイマ（－

¡ CTCS S（→p.4 4）、DCS（→p46）
を設定していてもオートマチックレピー
ターオフセットが優先されます。

¡ リバース（→p.2 8）がONの場合は動
作しません。

¡ 受信周波数がオートマチックレピーター
オフセットの周波数範囲から外れると、
トーン機能は自動的にOFFになります。

¡ TH-K2では、この機能は動作しません。
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使いこなす

トーン
送信信号にトーン周波数を付加します。レピー
ターを使用する時はトーン周波数を8 8 .5 Hzに
してください。

設定可能なトーン周波数

［数波周 zH ］
0.76 5.631

3.96 3.141

9.17 2.641
4.47 4.151

0.77 7.651

7.97 2.261
5.28 9.761

4.58 8.371

5.88 9.971
5.19 2.681

8.49 8.291

4.79 5.302
0.001 5.602

5.301 7.012

2.701 1.812
9.011 7.522

8.411 1.922

8.811 6.332
0.321 8.142

3.721 3.052

8.131 1.452

トーンのON/OFF

11111 メニューモードで『2』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「TONE」を選ぶ

[ENC ]ツマミを回すと次のように設定が切
り替わります。

「OF F」→「T ONE」→「C T C S S 」→
「DCS」→（OFFに戻る）

33333
REV

MENUを押す
トーン機能がONして、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

トーン機能がON中は、「 」が表示され
ます。

¡ トーン機能とCTCS S機能（→p4 4）お
よびDCS機能（→p.4 6）は同時にON
することはできません。

¡ トーンの設定はVFO、MR、CALLモー
ドにそれぞれ個別におこなえます。

¡ MR 、C A L L 時にトーン機能をON /
OF Fすると一時的な変更となります。
それぞれのチャンネルに書き込みをし
ない場合、次回呼び出したときは元の
状態になります。

■
ト
ー
ン
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使いこなす

■
ト
ー
ン

トーン周波数の設定
トーン周波数は4 2波の中から設定できます。お
買い上げ時の設定は8 8 .5 Hzです。

11111 メニューモードで『3』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
てトーン周波数を選ぶ

33333
REV

MENUを押す
トーン周波数が設定され、メニュー項目選
択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

トーン周波数スキャン
受信信号の中に含まれるトーン周波数をチェッ
クし、設定する機能です。

11111 メニューモードで『3』を選ぶ

22222
REV

MENUを1秒以上押す
トーン周波数スキャンを開始します。ス
キャン中は1 [Hz]ドットが点滅します。

トーン周波数を検出すると、スキャンが停
止し周波数が点滅します。

例：2 5 4 .1 Hzを検出した場合

[ENC ]ツマミを再度回すと、スキャンを再
開します。

検出したトーン周波数に設定する時は

33333
REV

MENUを押す
トーン周波数を設定し、トーン機能がONに
なり、メニュー項目選択に戻ります。

検出したトーン周波数を設定しないで、ス
キャンを終了する時は、 REV

MENU、 MONI
SQL 、 LAMP以

外のキーを押します。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ ビジーでない時（スケルチが閉じている
時）はスキャンをおこないません。

¡ トーン周波数を検出してスキャンが一時
停止すると、スキャンは再開せずトーン
周波数が点滅したままになります。スキ
ャンを再開させる場合は、[ENC ]ツマミ
を回します。
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使いこなす

1 7 5 0 Hzトーンの送信
C.IN

CALLを押すことで1 7 5 0 Hzトーン周波数を送出
する機能です。

C.IN

CALLに「1 7 5 0 Hz」送信を割り当てます。お買
い上げ時の設定は「CALL」（CALLチャンネル
呼び出し）です。

1 7 5 0 Hz送信を
C.IN

CALLに割り当てる

11111 メニューモードで『1 8』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「1 7 5 0」を選ぶ

C A L L チャンネル呼び出しにする場合は
「CALL」を選びます。

33333 REV

MENUを押す
設定が終了して、メニュー項目選択に戻り
ます。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

送信するには

44444 C.IN

CALL を押す
または、 PTT を押しながら

C.IN

CALLを押します。

自動的に送信状態になり、1 7 5 0 Hzトーン
が送信されます。

C.IN

CALLを離すと1 7 5 0 Hzトーンの送信が終了
します。

¡ 通常のご使用時は、お買い上げ時の設
定「CALL」でお使いください。

■
ト
ー
ン

1 7 5 0 Hzトーンの送信保持
1 7 5 0 Hzトーン送信後、2秒間送信状態を保持
します。お買い上げ時の設定は「OFF」です。

送信保持をONにする

11111 メニューモードで『1 9』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「ON」を選ぶ

送信保持をしない場合は「OF F」を選び
ます。

33333 REV

MENUを押す
設定が終了して、メニュー項目選択に戻り
ます。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ 通常のご使用時は、お買い上げ時の設
定「OF F」でお使いください。
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■
シ
フ
ト

シフト
送信周波数を受信周波数に対してオフセット幅
分シフトします。レピーターを使う時は「－ 」
（マイナス）シフトにしてください。お買い上
げ時の設定は「OFF」です。

シフト方向の設定

11111 メニューモードで『6』を選ぶ

22222 REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
てシフト方向を選ぶ

プラスシフト→マイナスシフト→シフト
OFFと切り替わります。

33333 REV

MENUを押す
設定が終了して、メニュー項目選択に戻り
ます。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

プラスシフトに設定すると「＋＋＋＋＋」」」」」が点灯
し、マイナスシフトに設定すると「－ 」」」」」
が点灯します。

¡ シフト方向はV FO、MR、CALLモー
ドにそれぞれ設定できます。

¡ シフトして送信周波数が送信可能範囲
外になる場合は、送信できません。

¡ 送信中やスプリットチャンネル呼び出
し中は、設定を変更できません。

オフセット幅の設定
オフセット幅を5 0 k H z ステップで0 ～
6 9 .9 5 MHzに設定できます。お買い上げ時の
設定はT H - K 2 が0 . 6 M H z 、T H - K 4 が
5 .0 MHzです。

11111 メニューモードで『8』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
てオフセット幅を選ぶ
例：TH-K 4の例

0～6 9 .9 5 (MHz)の間を5 0 (kHz)ステップ
で選べます。

33333 REV

MENUを押す
設定が終了して、メニュー項目選択に戻り
ます。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ オフセット幅はV FO、MR、 CALL
モードにそれぞれ設定できます。

¡ オフセット幅を変更すると、オートマ
チックレピーターオフセットも変更さ
れたオフセット幅でシフトします。

¡ スプリットチャンネル呼び出し中は、
設定を変更できません。

¡ MR、CALL時にシフトやオフセット幅
を切り替えると、一時的な変更となり
ます。それぞれのチャンネルに書き込
みをしない場合、次回呼び出したとき
は元の状態になります。
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リバース
送信と受信の信号を反転して直接相手の送信信
号を受信し、レピーターを使わずに交信できる
かを確認します。

リバース機能をONにする

11111 F を押す

22222 REV

MENUを押す
操作1 -2行なうたびにをON/OFFが切り替
わります。

ONの時は「RRRRR」」」」」が点灯します。

¡ 受信周波数が受信可能範囲外になる時
は動作しません。

¡ リバースONで PTT を押して送信周波数
が送信可能範囲外になる時は、送信で
きません。

¡ 送信中はリバース機能のON/OFFはで
きません。

¡ リバース機能がONの場合は、オートマ
チックレピーターオフセット機能は動
作しません。

¡ 直接交信ができる時は、レピーターを使
わずに空いている周波数で交信すること
をお勧めします。

¡ シンプレックスチャンネルの時もリ
バースをONに設定できますが、動作し
ません。

A S C （オートマチックシンプレックスチェッカー）
レピーターを使って交信している時、レピー
ターを使わずに交信（シンプレックス交信）が
できるかを3秒毎に自動的にチェックします。

A S C機能をONにする

＋、－ シフト スプリットチャンネル時に

11111 F を押す

22222 REV

MENUを1秒以上押す
AS C機能がONします。

ONの時は「 」が点灯し、シンプレック
ス交信ができる時は「 」が点滅します。

A S C機能をOFFにする

11111 F を押す

22222 REV

MENUを押す
AS C機能がOFFします。

¡ スキャン（→p.3 8）を行うと、AS C
は解除されます。

¡ シフト先の受信周波数が送信範囲外の
時は、設定できません。

¡ チェック中の周波数は表示しません。
¡ AS C機能 がONの時に、リバース機能
がONになっている、V FO、メモリー
チャンネルやC A L Lチャンネルを呼び
出すと、AS C機能はOFFになります。

¡「 」が点滅している時はシンプレッ
クス交信をすることをお勧めします。

¡ シンプレックスの時もAS CをONに設
定できますが、AS C動作はしません。

■
リ
バ
ー
ス
■
Ａ
Ｓ
Ｃ



2929

使いこなす

スケルチの調整
スケルチ（信号のないチャンネルを受信した時
に聞こえる雑音をなくす機能）のスレッショル
ドレベルを調整します。お買い上げ時の設定は
レベル「2」です。

スレッショルドレベルを調整する

11111 F を押す

22222 MONI
SQL を押す
ディスプレイにスケルチのスレッショルド
レベル設定値が表示されます。

33333 [ ENC ]ツマミを回す
「0」～「5」のレベルで設定できます。

レベルが大きくなるほど、雑音は少なくなり
ますが弱い信号が受信できなくなります。

44444 MONI
SQL 、 LAMP以外のキーを押す
レベル設定が終了します。

¡ キーロック（→p.5 5 ）中やスキャン
（→p.3 8 ）中もスケルチの調整を行
うことができます。

ステップ周波数
V FOモードで周波数を変える時の最小ステップ
を設定します。お買い上げ時の設定は「2 0 」
(kHz)です。

ステップ周波数を変更する

11111 メニューモードで『1』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
てステップ周波数を選ぶ

下記のステップ周波数が選択できます。
5 / 6 .2 5 / 1 0 / 1 2 .5 / 1 5 / 2 0 / 2 5 / 3 0 /
5 0 /1 0 0  (kHz)

¡ V FOモード以外の時は設定できません。

33333 REV

MENUを押す
ステップ周波数が設定されて、メニュー項
目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ ステップ周波数を変更すると1 0 (kHz)
以下の桁が補正されることがあります。

■
ス
ケ
ル
チ
の
調
整
■
ス
テ
ッ
プ
周
波
数
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■
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
Ｖ
Ｆ
Ｏ
■
メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

プログラマブルV FO
V F Oの周波数可変範囲を設定します。お買い
上げ時の設定は、T H -K 2 が「1 4 4 － 1 4 5 」
(MH z )、T H -K 4 が「4 3 0 － 4 3 9 」(MH z )
です。

周波数範囲を設定する

V FOモードの時に

11111 メニューモードで『7』を選ぶ

22222 REV

MENUを押す
下限周波数設定モードになります。

33333 [ ENC ]ツマミを回して、下限周波
数を選ぶ

下限周波数 

上限周波数 

44444 REV

MENUを押す
下限周波数が設定されて、上限周波数設定
モードになります。

55555 [ ENC ]ツマミを回して、上限周波
数を選ぶ

66666 REV

MENUを押す
上限周波数設定が設定されて、メニュー項
目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ V FOモード以外の時は設定できません。
¡ 上限周波数と下限周波数を同じに設定
した場合、例えば、T H - K 2 の場合
1 4 4 － 1 4 4 MHz」に設定した場合の
周波数可変範囲は「1 4 4 . 0 0 0 ～
1 4 4 .9 9 5 MHz」になります。

¡ 下限周波数は上限周波数を上回ること
はできません。また、上限周波数は下
限周波数を下回ることはできません。

¡ 現在のV F O周波数がプログラマブル
V FOの周波数範囲外になるような設定
をした場合、[ENC ]ツマミを操作する
と、V FO周波数はプログラマブルV FO
の範囲内に補正さます。

メモリーチャンネル
周波数や機能の設定をメモリーするチャンネル
は下記の合計最大10 7チャンネルがあります。
¡ 5 0 ch(0～4 9 )（メモリーネーム有り）
または
10 0 ch(0～9 9 )（メモリーネーム無し）
お買い上げ時の設定はメモリーネーム有りの
「50 ch」です。

¡ プログラムスキャンメモリー
(L0、U0～L2、U2 )

¡ プライオリティーチャンネル(P r)
送信する周波数と受信する周波数が違う時はス
プリットチャンネル登録をしてください。。

メモリーチャンネル数の設定

11111 メニューモードで『1 3』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「5 0」または「1 0 0」を選ぶ

「5 0」：メモリーネーム有り
「1 0 0」：メモリーネーム無し

33333 REV

MENUを押す



3131

使いこなす

確認メッセージが表示されます。

¡「100」を選択すると、メモリーネーム
は登録できません。また、登録されたメ
モリーネームは強制的に消去されます。

¡「5 0」を選択すると、メモリーチャン
ネル「5 0～9 9」は強制的に消去され
ます。

44444 REV

MENUを押す
チャンネル数を変更した場合は、周波数表示
に切り替わり、チャンネル数を変更しなかっ
た場合はメニュー項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

メモリーチャンネルの登録（シンプレックスチャンネル）

周波数や各機能を

11111 登録したい状態にする

目項るれさ録登 ）ルネンャチスクッレプンシ（ ジーペ照参

数波周信受送 71

数波周プッテス信受送 92

幅トッセフオ 72

のンート FFO/NO 42

数波周ンート 52

SSCTC の FFO/NO 44

SSCTC 数波周 44

SCD の FFO/NO 64

SCD ドーコ 64

向方トフシ 72

のスーバリ FFO/NO 82

トウアクッロルネンャチーリモメ 24

MF ーロナ 35

トフシトービ 35

ムーネーリモメ 43

22222 F を押す

33333 M.IN

MR を押す
チャンネル番号が点滅して、メモリーチャ
ンネル書き込みモードになります。

44444 [ ENC ]ツマミを回して、登録した
いメモリーチャンネル番号を選ぶ
すでに登録されているメモリーチャンネル
は「▲ 」が点灯します。

メモリーチャンネル番号「L0、U0～L2、
U2」（合計3組）を選択するとプログラム
スキャンメモリー（→p.4 0 ）、「P r」を
選択するとプライオリティーチャンネル
（→p.4 3）の登録になります。

55555 M.IN

MR を押す
メモリーチャンネルに書き込まれます。

■
メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
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メモリーのチャンネル登録（スプリットチャンネル）
受信と送信で異なる周波数を登録します。

シンプレックスチャンネル登録（→p.3 1）で

11111 受信周波数を登録しておく
スプリットチャンネルの登録は、すでに登
録されているメモリーチャンネルにのみ登
録できます。

22222
M V

VFO を押し、[ENC ]ツマミで送信
周波数を表示させる
「周波数を合わせる」（→p.1 7）に従って
合わせます。

33333 F を押す

44444 M.IN

MR を押す
メモリーチャンネル書き込みモードにな
り、チャンネル番号が点滅します。

55555 [ ENC ]ツマミを回して、登録した
いメモリーチャンネル番号を選ぶ
すでに登録してあるメモリーチャンネルを
選びます。

66666 PTT を押しながら
M.IN

MR を押す
メモリーチャンネルに書き込まれます。

¡ 送信周波数、送信ステップ周波数以外
の項目（→右表参照）は書き換わりま
せん。ただし、シフトとリバースは自
動的にOFFになります。

¡ スプリット登録されたチャンネルを呼
び出すと、ディスプレイに「＋」「－ 」
が表示されます。（下図参照）

目項るれさ録登 ）ルネンャチトッリプス（ ジーペ照参

数波周用専信受 71

数波周プッテス信受 92

数波周用専信送 71

数波周プッテス信送 92

のンート FFO/NO 42

数波周ンート 52

SSCTC の FFO/NO 44

SSCTC 数波周 44

SCD の FFO/NO 64

SCD ドーコ 64

トウアクッロルネンャチーリモメ 24

MF ーロナ 35

トフシトービ 35

ムーネーリモメ 43

■
メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
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C A LLチャンネルの登録（シンプレックスチャンネル）
C A L Lチャンネルに周波数や機能の設定を登録
します。よく使う周波数などを登録しておくと
便利です。

周波数や各機能を

11111 登録したい状態にする

目項るれさ録登 ）ルネンャチスクッレプンシ（ ジーペ照参

数波周信受送 71

数波周プッテス信受送 92

幅トッセフオ 72

のンート FFO/NO 42

数波周ンート 52

SSCTC の FFO/NO 44

SSCTC 数波周 44

SCD の FFO/NO 64

SCD ドーコ 64

向方トフシ 72

のスーバリ FFO/NO 82

MF ーロナ 35

トフシトービ 35

22222 F を押す

33333 C.IN

CALL を押す
CALLチャンネルに書き込まれます。

C A LLチャンネルの登録（スプリットチャンネル）
C A L Lチャンネルに送信と受信で異なる周波数
を登録します。

C A LLチャンネルの登録（シンプレックスチャン
ネル）で

11111 受信周波数を登録しておく

22222
M V

VFO を押し、[ENC ]ツマミで送信
周波数を表示させる
「周波数を合わせる」（→p.1 7）に従って
合わせます。

■
メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

33333 F を押す

44444 PTT を押しながら
C.IN

CALL を押す
CA LLチャンネルに書き込まれ、周波数表
示に戻ります。

¡ 送信周波数以外の項目（→下表参照）は
書き換わりません。ただし、シフトとリ
バースは自動的に「OFF」になります。

¡ スプリット登録されたCALLチャンネル
を呼び出すと、ディスプレイに「 」
「 」が表示されます。（下図参照）

目項るれさ録登 ）ルネンャチトッリプス（ ジーペ照参

数波周用専信受 71

数波周プッテス信受 92

数波周用専信送 71

数波周プッテス信送 92

のンート FFO/NO 42

数波周ンート 52

SSCTC の FFO/NO 44

SSCTC 数波周 44

SCD の FFO/NO 64

SCD ドーコ 64

MF ーロナ 35

トフシトービ 35
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メモリークリア
使わなくなったメモリーチャンネルを消去し
ます。

11111 M.IN

MR を押す
MR モードとなり、前回使ったメモリー
チャンネルが表示されます。

22222 [ ENC ]ツマミを回して、消去した
いチャンネルを表示させる

33333 を押して、電源をOFFにする

44444
M.IN

MR を押しながら を押して、
電源をONにする
メモリー消去確認メッセージが表示され
ます。

消去する時は

55555 M.IN

MR を押す
メモリーが消去され、そのままの周波数で
V FOモードになります。

消去せずに終了する時は
M.IN

MR 、 LAMP、 MONI
SQL 以

外のキーを押します。

¡ 全部のメモリーチャンネルをクリアする
時はフルリセット（→p.6 2）をしてくだ
さい。

¡ メモリークリアを行うと、メモリー
ネーム（→右記）も消去されます。

¡ キーロック中やチャンネル表示モード
中はメモリークリアできません。

■
メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

メモリーネーム
チャンネル数を「5 0」に設定している場合は、
メモリーチャンネルに名前をつけられます。呼
び出す時などに便利です。

メモリーネームの登録

11111 M.IN

MR を押す
MRモードにします。

22222 [ E NC ]ツマミを回して、ネーム
を登録したいチャンネルを選ぶ

33333 メニューモードで『1 4 』を選ぶ

44444 REV

MENUを押す
ネーム入力モードになります。

55555 [ENC ]ツマミを回して、文字を選ぶ

66666 REV

MENUを押す
次のカーソルに移動します。

77777 操作5と6を繰り返し、最大6文
字まで入力する

カーソル位置は全点灯と選択している文字
が交互に表示されます。

入力できる文字は、“ 0 ～9 、A ～Z 、
－ 、/” です。

MONI
SQL を押すと最後の一文字を消去します。
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■
メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

カーソルに文字が入力されていない状態、または
一番右（6桁目）にあるときに

88888 REV

MENUを押す
メモリーネームが登録されて、メニュー項
目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ メモリーネームの表示と周波数表示
の切り替えは、「メモリーネームの
表示設定」（→右説明）を参照して
ください。

¡ メモリーネームはプログラムスキャン
メモリー（→p . 4 0 ）、プライオリ
ティーチャンネル（→p.4 3）にも設定
できます。

¡ C A L Lチャンネルにはメモリーネーム
を登録することはできません。

メモリーネームの表示設定
メモリーモード時の表示を、「メモリーネー
ム」と「周波数」表示から選べます。お買い上
げ時の設定は、「メモリーネーム」です。

11111 メニューモードで『1 5 』を選ぶ

22222 REV

MENUを押す

33333 [ ENC ]ツマミを回す
メモリーネーム「MN」か周波数「FRQ」
かを選択します。

44444 REV

MENUを押す
表示モードが設定されて、メニュー項目選
択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。。

「MN」に設定した場合の表示例

「FRQ」に設定した場合の表示例

¡ メモリーチャンネル数を「1 0 0」に設
定している場合は、メモリーネームの
表示設定を「MN」にしても、表示は
常に周波数表示になります。

¡ メモリネームを登録してある場合は、
「FRQ」に設定していても、メモリネ
ーム表示と周波数表示を切り替えるこ
ともできます「（チャンネル表示モー
ド」→p.3 7）。
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メモリーシフト
メモリーチャンネルやCAL Lチャンネルの内容
をV FOに移します。

11111 V FOに移したいメモリーチャンネ
ルを表示させる

¡ スプリットチャンネルの送信周波数をコ
ピーする時は、リバース（→p.2 8）を
ONにしてから操作2を行ってください。

22222 F を押す

33333 M V

VFO を押す
V FOにシフトします。

シンプレックスチャンネル時のシフト項目

目項るれさ録登

数波周信受送

数波周プッテス信受送

幅トッセフオ

のンート FFO/NO

数波周ンート

SSCTC の FFO/NO

SSCTC 数波周

SCD の FFO/NO

SCD ドーコ

向方のトフシ

のスーバリ FFO/NO

MF ーロナ

トフシトービ

スプリットチャンネル時のシフト項目

目項るれさ録登 スーバリ
NO

スーバリ
FFO

数波周用専信受 × ○

数波周プッテス信受 × ○

数波周用専信送 ○ ×

数波周プッテス信送 ○ ×

のンート FFO/NO ○ ○

数波周ンート ○ ○

SSCTC の FFO/NO ○ ○

SSCTC 数波周 ○ ○

SCD の FFO/NO ○ ○

SCD ドーコ ○ ○

MF ーロナ ○ ○

トフシトービ ○ ○

¡ メモリーチャンネルロックアウト
（→p.4 2 ）、メモリーネーム、スプ
リットチャンネルのオフセット周波
数はコピーされません。

¡ プログラムスキャンメモリー（→p.4 0）
、プライオリティーチャンネル（→p.4 3
）もメモリーシフトできます。

¡ C A L Lモード時は、[ENC ]ツマミを回
すと、メモリーシフトされた後、
[ENC ]ツマミを回した分だけ周波数が
変わります。

■
メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
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■
メ
モ
リ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

チャンネル表示モード
ディスプレイの周波数表示をチャンネル表示
モードに切り替えます。

11111 一度電源をOFFにする

メモリーが登録されている時に

22222 PTT と
M.IN

MR を押しながら を押し
て、電源をONにする
この操作をするたびに、周波数表示とチャ
ンネル表示（「CHCHCHCHCH」）が切り替わります。

¡ 呼び出し可能な周波数がメモリーチャ
ンネルに1つも登録されていない場合
は動作しません。

¡ メモリーネームが登録されているチャ
ンネルは［C H］表示ではなくメモリー
ネームが表示されます。

¡ チャンネル表示モードでは右の表の機
能のみ操作できます。

対作操
象

す押
す回

1 上以秒
す押 ▼

す押

に中信送
す押
す回

源電
FFO/NO

源電
FFO/NO

源電
FFO/NO

源電
FFO/NO

]CNE[
ンエ
ーダーコ

－ － －

張拡能機
ドーモ

ーキ
クッロ

張拡能機
除解ドーモ

－

RM
ドーモ

ーリモメ
ンャキス

－ －

hcLLAC
し出び呼

LLAC
ンャキス

－ －

zH0571
信送

－ －
zH0571

信送

－ － スーバリ
FMTD モメ
信送ーリ

信送 －
力出信送
え替り切

－

プンラ
灯点

－
プンラ
灯点時常

プンラ
灯点

ータニモ －
チルケス
定設ルベレ

－

MR

F

F

PTT

LAMP

MONI
SQL

CALL

MENU



38

使いこなす

■
ス
キ
ャ
ン

スキャン
周波数を自動的に変えて受信できる信号を探
し、信号が見つかると受信する機能です。その
後、設定されているスキャン再開条件によって
スキャンを再開します。

■ スキャンの種類
本機には次の5種類のスキャンがあります。

¡ バンドスキャン（→p.3 9）
¡ プログラムスキャン（→p.4 0）
¡ メモリースキャン（→p.4 1）
¡ CALLスキャン（→p.4 2）
¡ プライオリティースキャン（→p.4 3）

■ 各スキャン共通の操作
¡ スケルチのスレッショルドレベル（→p.2 9）
が低いとすぐに停止してしまいます。このよ
うな時はレベルを上げてください。

¡ スキャン中はMHzドットが点滅します。ただ
し、メモリーネーム表示時とチャンネル表示
モード時は、MHzドットは点滅せずに、スキャ
ン一時停止中にチャンネル番号が点滅します。

¡ スキャン中に[ENC ]ツマミを時計方向に回す
と、周波数表示はアップする方向、チャンネ
ル番号は大きくなる方向に切り替わります。

¡ スキャン中に[ENC]ツマミを反時計方向に回
すと、周波数表示はダウンする方向、チャン
ネル番号は小さくなる方向に切り替わります。

¡ スキャン中に MONI
SQL を押すと、スキャンは一時

停止し、スケルチが開きます。 MONI
SQL を離すと

スキャンを再開します。
¡ スキャンを開始するとAS C（→p.2 8）は
OFFになります。

¡ CTCS S （→p.4 4）またはDCS （→p.4 6）
がONの時は、信号が見つかってスキャンが
一時停止した時にCTCS S 周波数またはDCS
コードが一致すると、スケルチが開きます。
一致しない時はスキャンを再開します。

¡ 信号を見つけると、スキャンを一時停止して
受信します。その後は、選択した再開条件
（→右記）に従って、スキャンを再開します。

¡ スキャン中に電源をON/OFFしてもスキャン
は保持されます。ただし、何かのキーと を
押しながら電源をONした場合は、プライオ
リティースキャン以外は解除されます。

¡ V OX機能（→p.5 8）が動作するとスキャン
は解除されます。

スキャン再開条件の設定
スキャン中に受信できる信号が見つかって一時
停止した後、スキャンを再開する条件を次の3
種類の中から選択します。

TO（タイムオペレート）：
ビジー信号を受信するとスキャンが一時停止
し、その後ビジー信号の有無にかかわらず、5
秒後にスキャンを再開します。

CO（キャリアオペレート）：
ビジー信号を受信するとスキャンが一時停止
し、その後ビジー信号のない状態が2秒以上続
くとスキャンを再開します。

S E（シーク）：
ビジー信号を受信するとスキャンを終了し、以
後再開しません。

11111 メニューモードで『1 1』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て再開条件を選ぶ

33333 REV

MENUを押す
スキャン再開条件が設定されて、メニュー
項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。
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■
ス
キ
ャ
ン

バンドスキャン
プログラマブルVFOの周波数範囲を設定されてい
るステップ周波数（→p.2 9）でスキャンします。

●●●●● M V

VFO を1秒以上押す
周波数がアップする方向にスキャンを開始
します。

¡ プログラムスキャンメモリー（→p.4 0）
の設定されている周波数範囲内でスキャ
ンを開始するとプログラムスキャンにな
ります。

終了するには

●●●●● PTT を押す
M V

VFO 、
M.IN

MR 、
C.IN

CALL を押してもスキャンは終
了できますが、スキャン終了後は押され
たキーの動作になります。
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プログラムスキャン
スキャンの下限周波数と上限周波数をプログラ
ムスキャンメモリーとして登録（最大3 組ま
で）すると、その範囲内をスキャンします。

プログラムチャンネルの登録

V FOモードの時に

11111 [ ENC ]ツマミを回して、登録した
い下限周波数を表示させる

22222 F を押す

44444 M.IN

MR を押す
メモリーチャンネル書き込みモードになり
ます。

55555 [ ENC ]ツマミを回して、チャンネ
ルを選ぶ

「L0～L2」の中から選びます。データが
登録されているチャンネルは「▲ 」が点灯
します。

66666 M.IN

MR を押す
下限周波数が登録されます。

77777 [ ENC ]ツマミを回して、登録した
い上限周波数を表示させる

88888 F を押す

99999 M.IN

MR を押す
メモリーチャンネル書き込みモードになり
ます。

1 01 01 01 01 0 [ ENC ]ツマミを回して、チャンネ
ルを選ぶ

「U0～U2」の中から下限周波数を登録し
た同じ番号（下限周波数の登録が「L0」の
ときは「U0」）を選びます。
データが登録されているチャンネルは
「▲ 」が点灯します。

1 11 11 11 11 1 M.IN

MR を押す
上限周波数が登録されます。

¡ プログラムスキャンは以下の条件を満
たさない場合はバンドスキャン（→
p.3 9）になります。
¡ ｢下限周波数」＜「上限周波数」で
あること。

¡ ｢下限周波数」≦「V FOの周波数」
≦「上限周波数」であること。

スキャンする

V FOモードで、表示をプログラムスキャン周波数
の範囲内合わせてから

1 21 21 21 21 2 M V

VFO を1秒以上押す
プログラムスキャンを開始します。

¡ プログラムスキャンメモリーの周波数
範囲外で操作した時はバンドスキャン
になります。

¡ プログラムスキャンメモリーの周波数
範囲がプログラマブルV FOの周波数範
囲より広い場合は、プログラムスキャ
ンの周波数範囲内でスキャンします。

■
ス
キ
ャ
ン
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¡ 複数のプログラムスキャンメモリーが
登録されていて、周波数が重なる場合
は、番号の小さいチャンネルが優先さ
れます。

終了するには

1 31 31 31 31 3 PTT を押す
M V

VFO 、
M.IN

MR 、
C.IN

CALL を押してもスキャンは終
了できますが、スキャン終了後は押され
たキーの動作になります。

メモリースキャン
メモリーチャンネルに登録されている全ての
チャンネルをスキャンします。スキャンしたく
ないチャンネルはスキップすることができます
（「メモリーチャンネルロックアウト」→
P .4 2）。

11111 M.IN

MR を1秒以上押す
前回使ったチャンネルから、メモリーチャ
ンネル番号が増加する方向にスキャンを開
始します。

¡ 登録されているメモリーチャンネルが
1つ以下の場合はメモリースキャンは
できません。

¡ メモリーチャンネルロックアウト（→
p.4 2）がOFFのメモリーチャンネルが
1 つ以下の場合はメモリースキャンは
できません。

¡ プログラムスキャンメモリー、プライオ
リティーチャンネル（→p.4 3）はメモ
リースキャンから除外されます。

終了するには

22222 PTT を押す
M V

VFO 、
M.IN

MR 、
C.IN

CALL を押してもスキャンは終
了できますが、スキャン終了後は押され
たキーの動作になります。

■
ス
キ
ャ
ン
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メモリーチャンネルロックアウト
メモリースキャンの時に、任意のメモリーチャ
ンネルをスキャンから除外し、スキップする機
能です。

スキャンから除外したいメモリーチャンネルを表
示させてから

11111 メニューモードで『1 2』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「ON」を選ぶ

チャンネル番号 
ロックアウトしないチャンネルは「OFF」
に設定します。

33333
REV

MENUを押す
ロックアウトが設定されて、メニュー項目
選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

ロックアウトを設定したチャンネルには
「★」が点灯します。

¡ プログラムスキャンメモリー（L 0 、
U0  ～L 2 、U2 ）（→p.4 0 ）、プラ
イオリティーチャンネル（P r）（→
P .4 3 ）として登録したチャンネルに
は設定できません。

¡ V FOモード、CA L Lモードの時は設定
できません。

¡ すべてのメモリーチャンネルに個別に
設定できます。

¡ メモリーチャンネルロックアウトをON
にしてもC A L Lスキャン（→下記）は
おこなうことができます。

C A LLスキャン
C A L L チャンネルとV F Oの周波数、または
CAL Lチャンネルとメモリーチャンネルを交互
にスキャンする機能です。

11111
M V

VFO または
M.IN

MR を押す
M V

VFO ：「CALLチャンネル」と「VFOの周波
数」をスキャンしたい時に押します。

M.IN

MR ：「CALLチャンネル」と「メモリーチ
ャンネル」をスキャンしたい時に押し
ます。

22222 C.IN

CALL を1秒以上押す
CALLスキャンを開始します。

¡ CALLスキャンは
C.IN

CALL キーにCALLチ
ャンネル呼び出しを設定している場合
のみ可能です。

終了するには

33333 PTT を押す
M V

VFO 、
M.IN

MR 、
C.IN

CALL を押してもスキャンは終
了できますが、スキャン終了後は押され
たキーの動作になります。
　

■
ス
キ
ャ
ン
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プライオリティースキャン
プライオリティーチャンネルに登録された周波数
を3秒毎にチェックし、ビジーであればプライオ
リティーチャンネルを表示し、その周波数で交信
がおこなえる機能です。ビジーでなくなり、キー
操作をしない状態が3 秒続くと元の周波数に戻
り、プライオリティースキャンを再開します。

「メモリーチャンネルの登録」（→p.3 1）の要領で

11111 プライオリティーチャンネル「Pr」
を登録しておく

22222 メニューモードで『1 0』を選ぶ

33333
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「ON」を選ぶ

44444
REV

MENUを押す
メニューモードを終了するときは、

REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

「P R I」が点灯し、プライオリティース
キャンを開始します。

3 秒毎にプライオリティーチャンネルを
チェックし、ビジーがあると、プライオリ
ティーチャンネルの周波数を表示して「Pr」
が点滅します。

終了するには

プライオリティーチャンネルが表示されている状
態（「P r」点滅中）で

55555
REV

MENU、
M V

VFO 、
M.IN

MR 、または
C.IN

CALL を
押す
LAMP 、 MONI

SQL 、「スケルチ」（ F → MONI
SQL ）、

「キーロック」（ F 1 秒押し）、 PTT 以
外の操作をすると、プライオリティース
キャンは終了します。

¡ CTCS S （→p.4 4）またはDCS（→
p.4 6）機能がONでトーンまたはDCS
コードが不一致の時は、プライオリテ
ィーチャンネルには切り替わりません。

¡
MONI
SQL を押すと、再度 MONI

SQL が押されるま
でスキャンは一時停止します。

¡ プライオリティースキャン中に表示が
プライオリティーチャンネルに切り替
わっていない状態では、他の機能（バ
ンドスキャン、ステップ設定、メニュ
ーモード）の操作ができます。

¡ プライオリティースキャン中もバッテ
リーセーブとオートパワーオフ機能は
働きます。

¡ プライオリティースキャン中にプライ
オリティーチャンネル「P r」を消去す
ると、プライオリティースキャンも同
時に終了します。

■
ス
キ
ャ
ン
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特定の相手局と交信する

■
Ｃ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

C TC S S
CTCS S (Continuous  T one Coded S quelc h
S ys tem)とは、音声信号にCTCS S 周波数を付
加して送信し、自局と相手局でCT C S S 周波数
が一致した時に、スケルチが開き受信できる機
能です。特定の相手局と交信したい時にご利用
ください。選択できるCT C S S 周波数は下記の
4 2波です。

設定可能なC TC S S 周波数

［数波周 zH ］
0.76 2.701 8.371

3.96 9.011 9.971

9.17 8.411 2.681
4.47 8.811 8.291

0.77 0.321 5.302

7.97 3.721 5.602
5.28 8.131 7.012

4.58 5.631 1.812

5.88 3.141 7.522
5.19 2.641 1.922

8.49 4.151 6.332

4.79 7.651 8.142
0.001 2.261 3.052

5.301 9.761 1.452

C TC S S のON/OFF

11111 メニューモードで『2』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「CTCS S」を選ぶ

[ENC ]ツマミを回すと次のように設定が切
り替わります。

「OF F」→「T ONE」→「C T C S S 」→
「DCS」→（OFFに戻る）

33333
REV

MENUを押す
CTCS S 機能がONして、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

CTCS S 機能がON中は、「C T」が表示さ
れます。

¡ C T C S S 機能とトーン機能およびDCS
機能（→p.4 6）は同時にONすること
はできません。

¡ C T C S S はV FO、MR、CALLモード
にそれぞれ個別に設定できます。

¡ MR、CALLモードの時にCTCS S 機能
をON/OFFすると一時的な変更となり
ます。それぞれのチャンネルに書き込
みをしない場合、次回呼び出したとき
は元の状態になります。

C TC S S 周波数の設定
CTCS S 周波数は4 2波の中から設定できます。
お買い上げ時の設定は「8 8 .5」Hzです。

11111 メニューモードで『4』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
てCTCS S周波数を選ぶ
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特定の相手局と交信する

■
Ｃ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

33333
REV

MENUを押す
C T C S S 周波数が設定され、メニュー項目
選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

C TC S S を使って交信する
C T C S S を使って特定の相手局と交信します。
あらかじめ相手局と同じCTCS S 周波数を4 2波
の中から設定しておきます。

受信する場合

●●●●● 受信状態で待機する。
設定されているCTC S S 周波数と一致した
信号を受信すると、スケルチが開き相手の
声が聞こえます。

送信する場合

●●●●● PTT を押して話す
送信周波数にCTC S S 周波数が自動的に付
加されます。

C TC S S 周波数スキャン
受信信号の中に含まれるC T C S S 周波数を
チェックし、設定する機能です。

11111 メニューモードで『4』を選ぶ

22222
REV

MENUを1秒以上押す
CTCS S 周波数スキャンを開始します。
スキャン中は1 [Hz]ドットが点滅します。

CTC S S 周波数を検出すると、スキャンが
停止し周波数が点滅します。

例：1 2 3 .0 Hzを検出した場合

[ENC ]ツマミを再度回すと、スキャンを再
開します。なお、[ENC ]ツマミを反時計方
向に回すとCTC S S 周波数の低い方向へ、
時計方向に回すとCTC S S 周波数の高い方
向へスキャンします。

検出したC TC S S 周波数に設定する時は

33333
REV

MENUを押す
C T C S S 周波数を設定し、C T C S S 機能
がONになり、メニュー項目選択に戻り
ます。

検出したC T C S S 周波数を設定しないで、
スキャンを終了する時は、 REV

MENU、 MONI
SQL 、 LAMP

以外のキーを押します。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ ビジーでない時はスキャンを行ない
ません。

¡ CTCS S 周波数スキャン中は、CTCS S
周波数の一致／不一致にかかわらず受信
音声が出力されます。

¡ C T C S S 周波数を検出してスキャンが
一時停止すると、スキャンは再開せ
ず、C T C S S 周波数が点滅したままに
なります。スキャンを再開させる場合
は、[ENC ]ツマミを回します。

¡ CTCS S周波数が不一致の信号を受信し
ている場合は、バッテリーセーブ機能は
動作しますので、信号を受信していても
シグナルメータ表示がON/OFFします。
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特定の相手局と交信する

■
Ｄ
Ｃ
Ｓ

DC S
DC S とはD ig ita l C oded S que lc h の略称で
す。あらかじめ相手局と決めておいたDCSコー
ドを音声信号に付加して送信します。相手局の
DC S コードと自局のDC S コードが一致した時
に、スケルチが開き受信できる機能です。特定
の相手局と交信するときにご利用ください。選
択できるDCSコードは下記の1 0 4種類です。

設定可能なDC Sコード

320 470 561 162 653 264 726
520 411 271 362 463 464 136
620 511 471 562 563 564 236
130 611 502 662 173 664 456
230 221 212 172 114 305 266
630 521 322 472 214 605 466
340 131 522 603 314 615 307
740 231 622 113 324 325 217
150 431 342 513 134 625 327
350 341 442 523 234 235 137
450 541 542 133 544 645 237
560 251 642 233 644 565 437
170 551 152 343 254 606 347
270 651 252 643 454 216 457
370 261 552 153 554 426

DC S のON/OFF

11111 メニューモードで『2』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「DCS」を選ぶ

[ENC ]ツマミを回すと次のように設定が切
り替わります。

「OF F」→「T ONE」→「C T C S S 」→
「DCS」→（OFFに戻る）

33333
REV

MENUを押す
DCS機能がONして、メニュー項目選択に
戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

DCS機能がON中は、「DCS」が表示され
ます。

¡ DCS はV FO、MR、CALLモードにそ
れぞれ個別に設定できます。

¡ MR、CA L Lモードの時にDC S 機能を
ON/OFFすると一時的な変更となりま
す。それぞれのチャンネルに書き込み
をしない場合、次回呼び出したときは
元の状態になります。

DC S コードの設定
D C S コードは1 0 4 種類の中から設定できま
す。お買い上げ時の設定は「0 2 3」です。

11111 メニューモードで『5』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
てDC Sコードを選ぶ

33333
REV

MENUを押す
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特定の相手局と交信する

■
Ｄ
Ｃ
Ｓ

DCSコードが設定され、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

DC S を使って交信する
DCS を使って特定の相手局と交信します。あら
かじめ相手局と同じDC S コードを1 0 4 種類の
中から設定しておきます。

受信する場合

●●●●● 受信状態で待機する。
設定されているDCSコードと一致した信号
を受信すると、スケルチが開き相手の声が
聞こえます。

送信する場合

●●●●● PTT を押して話す
送信周波数にDCS コードが自動的に付加さ
れます。

DC S コードスキャン
受信信号中に含まれるDC S コードをチェック
し、設定する機能です。

11111 メニューモードで『5』を選ぶ

22222
REV

MENUを1秒以上押す
DCSコードスキャンを開始します。スキャ
ン中はドットが点滅します。

DCSコードを検出すると、スキャンが停止
しコードが点滅します。

例：1 1 4を検出した場合

[ENC ]ツマミを再度回すと、スキャンを再
開します。なお、[ENC ]ツマミを反時計方
向に回すとDCSコードの小さい方向へ、時
計方向に回すとDCSコードの大きい方向へ
スキャンします。

検出したDC Sコードに設定する時は

33333
REV

MENUを押す
DCSコードを設定し、DCS機能がONにな
り、メニュー項目選択に戻ります。

検出したDC S コードを設定しないで、ス
キャンを終了する時は、 REV

MENU、 MONI
SQL 、 LAMP以

外のキーを押します。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ ビジーでない時はスキャンを行ない
ません。

¡ DCSコードスキャン中は、DCSコード
の一致／不一致にかかわらず受信音声が
出力されます。

¡ DCSコードを検出してスキャンが一時
停止すると、スキャンは再開せず、
D C S コードが点滅したままになりま
す。スキャンを再開させる場合は、
[ENC ]ツマミを回します。

¡ DCSコードが不一致の信号を受信してい
る場合は、バッテリーセーブ機能は動作
しますので、信号を受信していてもシグ
ナルメータ表示がON/OFFします。
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特定の相手局と交信する

DTMF
DTMFとはプッシュホンなどから聞こえるピポ
パ音のことで、下表のように2つの周波数を組
み合わせたコードになります。DTMF対応の他
の無線機へメッセージなどを送出する時に使用
します。

DTMFメモリー
DTMF信号をDTMFメモリーに登録（全部で10
チャンネル）しておけば簡単に送信できます。

DTMF信号を登録する

11111 メニューモードで『3 2 』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て登録したいDTMFメモリーチャ
ンネル番号を選ぶ

33333
REV

MENUを押す
コード入力モードになります。

44444 [ E NC ]ツマミを回して、コード
を選ぶ

55555
REV

MENUを押す
次のカーソルに移動します。

操作4と5を繰り返して、DTMFコードを
入力します。

1 6桁まで入力できます。

¡ “ ” は「E」を、“ #” は「F」を選
択してください。

¡ DTMFメモリーにはポーズ（表示は空
白）を入力できます。操作は[ENC]ツ
マミで「  」(空白) を選びます。

¡ ポーズの時間は変更できます。
（「DTMFメモリー中のポーズ時間の
設定」→p.5 0）

¡
MONI
SQL を押すとカーソルの文字が消去さ
れます。

カーソルがブランク（｢ ｣）の所または一番右に
ある時に

66666
REV

MENUを押す
D TMFコードを登録して、メニュー項目
選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、 REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

DTMFメモリーを確認する

11111 メニューモードで『3 2 』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て確認したいDTMFメモリーチャ
ンネル番号を選ぶ

■
Ｄ
Ｔ
Ｍ
Ｆ
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特定の相手局と交信する

33333 MONI
SQL を押す
DTMFメモリ－ の内容が右から左へ表示さ
れていきます。

¡ DTMFが登録されていないDTMFメモ
リーチャンネルを選んだ時は、チャン
ネル選択表示のままになります。

¡ “ ” は「E」、“ #” は「F」と表示
されます。

¡ LAMP、 MONI
SQL 、 以外のキーを押すと確

認動作を中止します。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

■
Ｄ
Ｔ
Ｍ
Ｆ

DTMFメモリーの送信

11111 PTT を押し、送信中に
REV

MENUを押す
DTMFメモリーの送信チャンネル選択モー
ドになり、前回使ったDTMFメモリーチャ
ンネル番号（点滅）とDTMFコードの先頭
4桁が表示されます。

22222 PTT を押したまま[ENC ]ツマミで、
送信したいDTMFメモリーチャンネ
ル番号を選択する

33333 PTT を押したまま
REV

MENUを押す
DTMF信号が送信されます。

PTT を離してもDTMF信号の送信が終了す
るまで送信状態が続きます。

¡ 登録されていないDTMFメモリーチャ
ンネルを選んで

REV

MENUを押した時は、周
波数表示に戻ります。

¡ 送信するスピードを変えられます。
（「DTMFメモリー送信速度の設定」
→p.5 0）
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特定の相手局と交信する

■
Ｄ
Ｔ
Ｍ
Ｆ

DTMFメモリー送信速度の設定
DTMFメモリー送信時の速度を「FA」（高速）
と「S L」（低速）に切り替えられます。お買い
上げ時の設定は「FA」（高速）です。

送信速度を低速にする

11111 メニューモードで『3 3 』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「S L」を選ぶ

高速にする時は「FA」を選びます。

33333
REV

MENUを押す
送信速度が設定されて、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

DTMFメモリー中のポーズ時間の設定
DTMFメモリー中のポーズ時間を設定します。
お買い上げ時の設定は「5 0 0」(ms )です。

ポーズ時間を変更する

11111 メニューモードで『3 5 』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
てポーズ時間を選ぶ

1 0 0 / 2 5 0 / 5 0 0 / 7 5 0 / 1 0 0 0 / 1 5 0 0 /
2 0 0 0 (ms )の中から選択します。

33333
REV

MENUを押す
ポーズ時間が設定されて、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。
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特定の相手局と交信する

■
Ｄ
Ｔ
Ｍ
Ｆ

DTMFの送信禁止
送信時に誤ってDTMFメモリーの送信をしてし
まうことを防ぐ機能です。お買い上げ時の設定
は「OFF」（送信する）です。

11111 メニューモードで『3 6 』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「ON」を選ぶ

送信禁止をしない時は「OFF」を選びます。

33333
REV

MENUを押す
送信禁止が設定されて、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。
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必要に応じて設定する
オートパワーオフ（APO）

受信中または待受け中に、キー操作をしない状態
が約29分間続くと、ディスプレイに「APO」表
示が点滅し、警告音が鳴ります。さらに、この状
態が1分間（計30分）続くと電源が切れます。電
源の切り忘れによるバッテリーの消耗を防ぐ機能
です。お買い上げ時の設定は「30」(分)です。

オートパワーオフの時間を変更する

11111 メニューモードで『1 7 』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
てパワーオフ時間を選ぶ

OFF/3 0 /6 0 /9 0 /1 2 0 /1 8 0（分）の中か
ら選択します。
「OFF」に設定するとオートパワーオフ機
能が解除されます。

33333
REV

MENUを押す
パワーオフの時間が設定されて、メニュー
項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。。

■
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
オ
フ
■
バ
ッ
テ
リ
ー
セ
ー
ブ
の
時
間
設
定

バッテリーセーブの時間設定
バッテリーセーブ機能による受信回路の電源を
OFFする時間を設定できます。お買い上げ時の
設定は「1 .0」(秒)です。

バッテリーセーブの時間を変更する

11111 メニューモードで『1 6 』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て時間を選ぶ

OFF /0 .2 /0 .4 /0 .6 /0 .8 /1 .0 /2 .0 /3 .0 /
4 .0 /5 .0（秒）の中から選択します。
「OFF」に設定するとバッテリーセーブ機
能が解除されます。

33333
REV

MENUを押す
バッテリーセーブの時間が設定されて、メ
ニュー項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。
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必要に応じて設定する

FMナロー切り替え
FMの帯域をワイドとナローに切り替えます。将
来ナロー化が認められた時に使用します。お買
い上げ時の設定は「OFF」（ワイド）です。

ナローに設定する

11111 メニューモードで『2 9 』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「ON」を選ぶ

33333
REV

MENUを押す
FM帯域がナローに設定されて、メニュー
項目選択に戻ります。

FM帯域をナローに設定中は、「N」が点灯
します。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

ビートシフト
受信する周波数により内部ビートが発生し、スケ
ルチが開いてしまう場合などに、マイコンのク
ロック周波数を変化させて内部ビートを抑え、受
信に影響を与えないようにする機能です。お買い
上げ時の設定は「OFF」です。

ビートシフトをONにする

11111 メニューモードで『2 8 』を選ぶ

22222
REV

MENUを押し、[ENC ]ツマミを回し
て「ON」を選ぶ

33333
REV

MENUを押す
ビートシフトが設定されて、メニュー項目
選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、 REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。。

■
Ｆ
Ｍ
ナ
ロ
ー
切
り
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え
■
ビ
ー
ト
シ
フ
ト
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必要に応じて設定する

パワーオンメッセージ
電源を入れた時、自分のコールサインなどディ
スプレイにメッセージを約1秒間表示する機能で
す。メッセージは最大6文字まで入力できます。

パワーオンメッセージを登録する

11111 メニューモードで『2 6 』を選ぶ

22222 REV

MENUを押す
メッセージ入力モードになります。

33333 [ ENC ]ツマミを回して文字を選ぶ

44444 REV

MENUを押す
次のカーソルに移動します。

55555 操作3 と4 を繰り返し、最大6 文
字まで入力する

カーソル位置は全点灯と選択している文字
が交互に表示されます。

入力できる文字は、“ 0 ～9 、A ～Z 、
－ 、/” です。

MONI
SQL を押すと最後の一文字を消去します。

ディスプレイ照明のON/OFF
暗い所で使う時などディスプレイとキーの照明
を点灯できます。

一時的に点灯させる

●●●●● LAMPを押す
約5秒間照明が点灯します。キーを離すと
約5秒後に消灯します。

¡ 点灯してから5 秒以内に消灯したい時
は、もう一度 LAMP を押します。

¡ 点灯中に他のキーを操作した場合は、
キー操作が終了してから約5 秒後に消
灯します。

¡ 点灯中に PTT を押し続けた場合は、送信
を開始してから約5秒後に消灯します。

常に点灯させる

11111 F を押す

22222 LAMPを押す
照明が常に点灯します。

¡ で電源をOF Fにしたり、「オート
パワーオフ」（→p.5 2 ）により電
源がOF Fした時は消灯しますが、
その後電源をONすると再度点灯し
ます。

消灯する

11111 F を押す

22222 LAMPを押す
照明が消灯します。

■
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
照
明
の
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Ｎ
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Ｏ
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ー
ジ
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必要に応じて設定する

カーソルがブランクの所または一番右（6桁目）
にあるときに

66666 REV

MENUを押す
パワーオンメッセージが登録されて、メ
ニュー項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ パワーオンメッセージが登録されてい
ない場合は、メッセージのかわりに機
種名が表示されます。

キーロック
キーが何かに触れても、そのキーの入力を受け
付けないようにロックする機能です。お買い上
げ時の設定は「OFF」です。

●●●●● F を1秒以上押す
1秒以上押すたびにキーロック機能がON/
OFFします。

ONの時は「 」が点灯します。

¡ キーロック中でも ／ LAMP／ MONI
SQL ／

F ／ PTT は動作します。
¡ キーロック中に[ENC ]ツマミを使える
ようにできます。
（「エンコーダーロック解除」→右記）

¡ キーロック中は、V FOリセット、フル
リセット（→p.6 2）は動作しません。

¡ キーロック中でもリモコンマイクは動
作しますが、「マイクP F キーへの機
能設定」（→p.6 7）はできません。

¡ スキャン中にキーロックを行った場合
は PTT でのみスキャンを解除できます。

■
キ
ー
ロ
ッ
ク
■
エ
ン
コ
ー
ダ
ー
ロ
ッ
ク
解
除

エンコーダーロック解除
キーロック中でもエンコーダーを使えるように
する機能です。

11111 メニューモードで『3 0 』を選ぶ

22222 REV

MENU を押し、[ E NC ]ツマミを回
して「ON」を選ぶ

エンコーダーロックを解除しない時は
「OFF」を選択します。

33333
REV

MENUを押す
エンコーダーロック解除に設定されて、メ
ニュー項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。
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必要に応じて設定する

タイムアウトタイマー（TOT）
設定時間連続して送信を続けると、強制的に受
信状態に戻す機能です。長時間送信状態を続け
ることによる本体の発熱を抑えます。お買い上
げ時は「1 0」(分)に設定されています。
なお、本機能をOFFにすることはできません。

タイムアウトタイマー時間を変更する

11111 メニューモードで『2 3 』を選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ]ツマミを回
して設定時間を選ぶ

3 /5 /1 0（分）の中から選択します。

33333
REV

MENUを押す
タイムアウトタイマー時間が設定されて、
メニュー項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

■
キ
ー
ビ
ー
プ
音
の
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
■
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
タ
イ
マ
ー

キービープ音のON/OFF
キー操作時に鳴るビープ音を鳴らさないように
することができます。お買い上げ時の設定は
「ON」（ビープ音が鳴る）です。

ビープ音を鳴らさないようにする

11111 メニューモードで『2 7 』を選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ]ツマミを回
して「OFF」を選ぶ

キービープ音を鳴らす時は「ON」を選
びます。

33333
REV

MENUを押す
ビープ音が鳴らない設定がされて、メ
ニュー項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ ビープ音の設定をOFFにしても、APO警
告音、タイムアウトタイマーの送信終了
音、および過電圧警告音は鳴ります。
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必要に応じて設定する

■
送
信
禁
止
■
ビ
ジ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト

送信禁止
移動中など、誤って PTT を押しても送信しないよ
うにする機能です。お買い上げ時の設定は
「OFF」（送信する）です。

11111 メニューモードで『2 5 』を選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ] ツマミを回
して「ON」を選ぶ

送信禁止を解除する時は「OF F」を選び
ます。

33333
REV

MENUを押す
送信禁止に設定されて、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、 REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ 送信禁止がONの時に、 PTT を押すとディ
スプレイに「TX   INH」と表示され、エ
ラー音が鳴り（キービープ音の設定が
「ON」のとき）、送信されません。

¡ 送信禁止がONの時はリモコンマイクの
PTT 、およびVOX機能による送信も禁止
になります。

ビジーチャンネルロックアウト
使用しようとする周波数が、既に使用されてい
た（ビジー）時に、送信を禁止し交信を妨害し
ないようにする機能です。

11111 メニューモードで『2 4 』を選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ]ツマミを回
して「ON」を選ぶ

ビジーチャンネルロックアウトを解除する時
は「OF F」を選びます。

33333
REV

MENUを押す
ビジーチャンネルロックアウトが設定され
て、メニュー項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、 REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。。

¡ ビジーチャンネルロックアウトの設定が
「ON」のときは、ビジーのときに PTT

を押すとエラー音が鳴り（キービープ
音の設定が「ON」のとき）、送信され
ません。
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必要に応じて設定する

■
Ｖ
Ｏ
Ｘ

VOX
PTT を押さなくても、マイクロホンに向かって話
すだけで送信に切り替わる機能です。ヘッド
セット と合わせて使用します。お買い上げ時の
設定は「OFF」です。

VOX機能をONする

11111 メニューモードで『2 0 』を選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ]ツマミを回
して「OFF」以外を選ぶ

33333
REV

MENUを押す
V OX 機能をONにして、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

V O X 機能がON時は「V OX 」が表示さ
れます。

¡ V OX機能がONの時に、 [V OL ]ツマミ
を最大付近にしていると、電源のOFF /
ONやキーを操作した場合、ビープ音が
歪むことがあります。

VOXゲインを調整する
VOXの送信に切り替わる音声レベルを調整しま
す。声に合わせてスムーズに送受信が切り替わ
るように調整してください。OFF / 1 ～9の1 0
段階で調整できます。

11111 メニューモードで『2 0 』を選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ]ツマミを回
してゲインを選ぶ

VOXゲインレベルは次のようになります。

「OFF」：VOX機能をOFFする
「1」：VOXゲイン低い
▼

「9」：VOXゲイン高い
　　（小さな声でも送信する）

33333
REV

MENUを押す
V OXゲインを設定して、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、 REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ V OX機能がONの時にメニューモード
にした場合は、VOX動作はしません。

¡ マイクに音声を入力してから、送信す
るまでにはタイムラグがあるため、音
声の最初の部分が送信されない場合が
あります。

¡ V OX機能をONにする時は、必ずヘッ
ドセットを接続してから行ってくださ
い。接続せずにONにすると、受信した
音声信号によって送信してしまう場合
があります。

¡ ヘッドセット側のV O X はO F F
（P T T）、感度調整V Rは最低にして
お使いください。

¡ 別売品のスピーカーマイクロフォン
S MC -3 2 やイヤホンマイクEMC -3 は
PTT を押さないとマイクが動作しないた
め、VOX機能を使用することはできま
せん。

¡ V O X 機能をONにすると、A S C （→
p.2 8）は自動的にOFFになります。
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必要に応じて設定する

■
Ｖ
Ｏ
Ｘ

¡ 送信から受信に戻る時に、設定時間だ
け送信を維持することができます
（「VOX遅延時間の設定」→下記）。

¡ ビジーがある時のVOX機能による送信
の可否を設定できます（「V OX のビ
ジー制御」→右記）。

¡ V OX送信中に[ENC ]ツマミを回すと、
VOXゲインを調整することができます。
そのまま受信状態になった場合は、
[ENC ]ツマミの操作が終わってから約5
秒後にVOXゲイン調整モードが終了し、
その時のVOXゲインが設定されます。
再度、VOXゲインの調整、またはVOX
機能を「OF F」したい場合はメニュー
モードでおこなってください。

VOX遅延時間の設定
VOX機能により音声で送信した時、送信から受
信に戻る時の送信保持時間の設定を行います。
お買い上げ時の設定は「5 0 0」(ms )です。

VOX機能がONの時に

11111 メニューモードで『2 2 』を選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ] ツマミを回
して遅延時間を選ぶ

2 5 0 /5 0 0 /7 5 0 /1 0 0 0 /1 5 0 0 /2 0 0 0 /
3 0 0 0  (ms )の中から選びます。

33333
REV

MENUを押す
遅延時間が設定されて、メニュー項目選択
に戻ります。

メニューモードを終了するときは、 REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ V OX 機能がONでも、 PTT による送信
では、 PTT を離した時に音声が入力さ
れていない時は、送信保持機能は働
きません。

VOXのビジー制御
V OX機能がONの時、ビジー信号がある場合も
VOXによる送信をおこなえるようにするか、し
ないかを選択します。
お買い上げ時の設定は「OFF」（送信しない）
です。

11111 メニューモードで『2 1 』を選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ]ツマミを回
して「ON」を選ぶ

V O X のビジー制御を解除する時は
「OF F」を選びます。

33333
REV

MENUを押す
VOXのビジー制御をONにして、メニュー
項目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。。

¡
PTT
による送信はできます。
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必要に応じて設定する

■
Ｐ
Ｃ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

P Cコントロール
本機をパソコンに接続することにより、メモ
リーコントロール用プログラム（MCP -1 A）を
使用して各種設定を行なうことができます。

上記のMCP -1 Aの画面は実際とは異なる場合があります。

¡メモリーコントロール用プログラムは下記URL
からダウンロードしてください。

ht t p:/ / www.kenwood.c om/ j/ produc t s /
radio_index.html

P CコントロールをONする

11111 メニューモードで『31』を選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ]ツマミを回
して「ON」を選ぶ

P Cコントロールを解除する時は「OF F」
を選びます。

33333
REV

MENUを押す
P CコントロールをONにして、メニュー項
目選択に戻ります。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ P Cコントロールの設定を「ON」にす
ると、リモコンマイクのP Fキー（→
p.6 7  )やP T Tスイッチは使用できなく
なります。

¡ トランシーバーのキーからの操作はパ
ソコンを使いながらでも使用できます。

パソコンへの接続
パソコンへ接続する場合は、別売品のプログラ
ミング・インターフェースケーブルPG-4 Y を使
用して、パソコンに接続します。

DC  IN
13.8V

 

D-S UB  9ピン 
端子へ 

PG-4 Y

¡ トランシーバーの電源を切ってから、
接続してください。
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必要に応じて設定する
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その他
リセット

説明書どおりにうまく働かなくなった時や、
キーを押しても反応しない時は「故障かな？と
思ったら」（→P .6 4）の内容をお確かめくださ
い。それでもうまく働かない場合は、リセット
をおこなってみてください。リセットすると、
周波数や各機能の設定がお買い上げ時の状態に
戻ります。リセットには下記の2種類があり、
操作は2つの方法があります。

V FOリセット：
メモリーチャンネル、D T MFメモリーおよび
CALLチャンネル以外の内容が、お買い上げ時
の状態に戻ります。

フルリセット ：
すべての状態が、お買い上げ時の状態に戻り
ます。

キー +  電源操作によるリセット

V FOリセット

11111
M V

VFO を押しながら を押して、
電源をONする
『V FOリセット』のメッセージが表示さ
れます。

22222
M V

VFO を押す
確認のメッセージが表示されます。

33333
M V

VFO を押す
V FOリセットを実行して、V FOモードにな
ります。

■
リ
セ
ッ
ト

フルリセット

11111 F を押しながら を押して、
電源をONする

F を押している間、でディスプレイが
全点灯になります。

22222 F を離す
『フルリセット』のメッセージが表示さ
れます。

33333 F を押す
確認のメッセージが表示されます。

44444 F を押す
フルリセットを実行して、お買い上げ時の
状態に戻ります。

¡ キーロック（→p.5 5 ）中およびチャ
ンネル表示モード（→p.3 7 ）中はリ
セットできません。
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■
リ
セ
ッ
ト

メニューによるリセットメニューによるリセットメニューによるリセットメニューによるリセットメニューによるリセット

11111 メニューモードにして『9 9 』を
選ぶ

22222
REV

MENU を押し、[ E NC ] ツマミを回
して「V FO」か「FULL」を選ぶ

「V F O」を選ぶとV F Oリセットになり
ます。
「FULL」を選ぶとフルリセットになりま
す。

33333
REV

MENUを押す
確認のメッセージが表示されます。

44444
REV

MENUを押す
選択した方法のリセットを実行します。

メニューモードを終了するときは、
REV

MENU / LAMP /
MONI
SQL 以外のキーを押します。

¡ キーロック（→p.5 5 ）中およびチャ
ンネル表示モード（→p.3 7 ）中はリ
セットできません。



64

その他

 

 

 

  

 

 

5 2       2 9       4 4        4 6        3 0           5 5          3 1        5 7        1 0   1 1         1 9         1 2

 
1 0  
1 1  
 
 
 
1 2  
1 3  
 
 
 

電源が入らない（ニッケル水
素バッテリーまたは乾電池を
使用している時）。 
 
電源が入らない（安定化電源
やシガレットライターを使用
している時）。 
 
 
 
 
電源が入っているのにディス
プレイが消える。 
 
ボリュームを回してもスピー
カーから音が聞こえない。 
 
 
 
 
 
 
 
エンコーダーを回してもある
周波数以上（または以下）に
合わせられない。 
 
エンコーダーを回しても周波
数が変わらない。 
 
 
 
　　 を押してもメモリーチャ
ンネルが表示されない。 
メモリーを呼び出せない。 
 
送信できない。 
 
 
送信中にディスプレイが点滅
したり、消えたりする。 
 
 
送信出力が低下する。 
また「　　」が点滅する。 
 
 
 
 
 

電池の電圧が下がっていませ
んか？ 
 
 
電源ケーブルが不良か、接続
の不良です。 
 
電源ケーブルのヒューズが切
れていませんか？ 
 
 
オートパワーオフが動作してい
ます。 
 
スケルチが閉じています。 
 
 
C T C S S が「ON」になってい
ませんか？ 
 
D C S が「ON」になってい
ませんか？ 
 
プログラマブルV FOを設定し
ていませんか？ 
 
 
キーロックされていせんか？ 
 
エンコーダーがロックされてい
ませんか？ 
 
メモリーチャンネルに何も登
録されていません。 
 
 
送信禁止になっていません
か？ 
 
電源の電圧が下がっていません
か？ 
 
 
温度プロテクションが動作し
、自動的に出力を低下させて
います。 
 
D C  IN端子の入力電圧が
1 4 .5 V 以上になっているた
め、プロテクションが動作
しています。 

ニッケル水素バッテリーの場合は充
電してください。乾電池の場合は新
しい電池に交換してください。 
 
ケーブルに異常がないか、極性が
合っているか確認してください。 
 
本機以外にヒューズが切れた原因
があれば修理をした後、ヒューズ
を交換してください。 
 
再度電源をONにしてください。 
 
 
スケルチのスレッショルドレベル
を下げて（0の方向）ください。 
 
C T C S S を「OF F 」にしてくだ
さい。 
 
DCSを「OFF」にしてください。 
 
 
プログラマブルV FOの周波数を設
定し直してください。 
 
 
キーロックを解除してください。 
 
エンコーダーロック解除を設定し
てください。 
 
登録してください。 
 
 
 
送信禁止を「OF F」にしてくだ
さい。 
 
ニッケル水素バッテリーの場合は充
電してください。乾電池の場合は新
しい電池に交換してください。 
 
電源をOFFにするか、受信状態に
して温度が低下するまでお待ちく
ださい。 
 
接続している外部電源の電圧を1 2
～13 .8 Vに調整してください。 
 

電源 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボリューム 
 
 
 
 
 
 
 
 

エン　　 
コーダー 

 
 
 
 
 
 
 

メモリー 
 
 
 
送信 
 
 
 
 
 

 

分類 症状 原因 処置 

 

参照 
ページ 

 

 

MR

 

故障かな？思ったら

■
故
障
か
な
？
思
っ
た
ら
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  2 3         2 4   2 7       2 7   2 8         2 9        3 8        5 5       6 0          5 8            －    

レピーターが使えない。 
 
 
 
 
 
 
 
リバースをOFFにできない。 
 
 
 
スキャンがすぐ停止する。 
 
 
 
スキャンが一時停止した後、
再開しない。 
 
ほとんどのキーが動作しない。 
 
 
リモコンマイクのキーが動作
しない。 
 
V OXが働かない。 
 
 
スピーカーの音で送信してし
まう。 
 
ディスプレイが黒ずむ。 

オートマチックレピーターオ
フセットが「OFF」になって
いませんか？ 
 
トーン周波数／シフト方向
／オフセット幅が合ってい
ますか？ 
 
シフト「ON」の為、リバース
が「OF F」になると使用可能
周波数帯外になります。 
 
スケルチのスレッショルドレ
ベルが「0」になっていませ
んか？ 
 
スキャン再開条件が「S E」
になっていませんか？ 
 
キーロックされていません
か？ 
 
P Cコントロールの設定が「
ON」になっていませんか？ 
 
V OX のゲイン設定が低すぎ
ませんか？ 
 
ヘッドセットを接続していま
すか？ 
 
本体の温度が上昇しています。 

オートマチックレピーターオフセ
ットを「ON」にしてください。 
 
 
トーン周波数／シフト方向／オ
フセット幅を正しく合わせてく
ださい。 
 
シフトを「OFF」にしてから、リバ
ースを「OFF」にしてください。 
 
 
スレッショルドレベルを「1～5」の
適切なレベルに合わせてください。 
 
 
「TO」または「CO」に設定して
ください。 
 
キーロックを解除してください。 
 
 
P Cコントロールの設定を「OFF」
にしてください。　 
　 
VOXゲインを調整してください。 
 
 
ヘッドセットを接続してから、
VOXを「ON」にしてください。 
 
電源を「OFF」にするか、受信状
態にして涼しい場所に放置してく
ださい。 

レピーター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スキャン 
 
 
 
 
 
 
キー 
 
 
 
 
 

V OX  
 
 
 
 
 
表示 
 

 

分類 症状 原因 処置 参照 
ページ 

 

 
 

 
 

■
故
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か
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？
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オプション（別売品）
使用できるオプションには次のようなものがあります。

¡ ニッケル水素バッテリーの充電には付属の充電器、または別売品のKS C -2 4を使用してください。

一覧

¡P B-4 3 N ニッケル水素バッテリー（7 .2 V  1 1 0 0mAh）

¡BT -1 4 バッテリーケース（単3形アルカリ乾電池用）

¡K S C -2 4 急速充電器

¡PG-2W DCケーブル

¡PG-3 J ノイズフィルター付シガレットライターケーブル

¡S MC -3 2 スピーカーマイクロホン

¡S MC -3 4 リモコン対応VOL付スピーカーマイクロホン

¡HMC -3 VOX、PTT付ヘッドセット

¡HMC -4 VOX、PTT、TOT付ヘッドセット

¡KHS -2 1 ヘッドセット

¡EMC -3 イヤホン付クリップマイクロホン

¡HS -9 プチホン型イヤホン

¡PG-4 Y プログラミング・インターフェースケーブル

■
オ
プ
シ
ョ
ン
（
別
売
品
）
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リモコンマイクPFキーへの機能設定
S MC -3 4 /HMC -4のキーに本機の機能を設定し
て、本機をコントロールできます。お買い上げ
時の設定は 1 に[V FO]（V FOモード）、 2

に[MR ]（メモリーモード）、 3 に ［CALL］
（C A L L モード）の各キーが設定されていま
す。また、ロックスイッチをONにすると各キー
がロックされます。

ロックスイッチ 

OFF            ON

S MC -3 4

設定する

11111 1 、 2 または 3 を押しなが
ら、 を押して電源をONする
マイクPFキーの設定モードになります。

22222 登録したい本体のキーを押す
押された本体のキーの機能が設定されます。

設定できるのは右表のキー操作です。

¡ キーロック（→p.5 5）中またはマイク
のロックスイッチがONの時は登録でき
ません。

¡ P Cコントロールの設定（→p.6 0 ）を
「ON」にしている場合は登録できま
せん。

¡ 設定するキーが、リモコンマイクの
キーの場合でも設定できます。

[R EMO 1 ]～[R EMO 3 ]はその時のマイクのPF
キーに登録されている機能です。

ーキ録登 ーキ ［F］s ーキ

]CNE[ ミマツ
向方計時

のどな数波周
プッア

のどな数波周
プッア

]CNE[ ミマツ
向方計時反

のどな数波周
ンウダ

のどな数波周
ンウダ

［ TTP ］
OFV ／

ドーモーリモメ
え替り切

パーロ力出信送
え替り切ーワ

［ PMAL ］ 灯点プンラ 灯点時常プンラ

［ LQS/INOM ］ ータニモ 定設チルケス

［ UNEM ］ ーュニメ スーバリ
FFO/NO

［ OFV ］ OFV ドーモ トフシーリモメ

［ RM ］ ャチーリモメ
ドーモルネン

ンャチーリモメ
録登ルネ

［ LLAC ］ LLAC ンャチ
ドーモルネ

LLAC ンャチ
録登ルネ

［ 1OMER ］ ［ 1OMER ］ ［ 1OMER ］

［ 2OMER ］ ［ 2OMER ］ ［ 2OMER ］

［ 3OMER ］ ［ 3OMER ］ ［ 3OMER ］

■
オ
プ
シ
ョ
ン
（
別
売
品
）
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開局申請書の書き方
ここでは、開局申請書類において本機に関する箇所の説明をしています。開局申請に関する全般的な
説明は開局用紙に添付されている「アマチュア局開局申請書類の書き方A（本機のみでの申請）また
はB（保証を受けて申請）をご覧ください。

本機は技術基準適合証明（技適証明）を受けた送受信機です。本機に貼ってある機種銘板に「技適番
号」が記入されています。

本機に付属装置や付加装置のいずれも付けない場合は、技術基準適合証明機種として申請します（→
下記）。また、付属装置（TNCなど）や付加装置（トランスバーターやブースターなど）を付ける場
合は、非技術基準適合証明機種となりますので保証を受けて申請します（「保証を受けて申請する場
合」→p.6 9）

技術基準適合証明機種として申請する場合
本機のみで免許を受ける場合は、直接所轄の地方総合通信局へ申請書類を提出してください。このと
き、「無線局事項書及び工事設計書」裏面の「2 2  工事設計」の「技術基準適合証明番号」欄には技
明番号を記入してください。

技適番号 

DC  I
N

13
.8
V

M
IC

S
P

工事設計　　　　第１送信機　　　　    第２送信機　　　  　 第３送信機　　　　　第４送信機 

変更の種別 　　取替　増設　撤去　変更　   取替　増設　撤去　変更　   取替　増設　撤去　変更　   取替　増設　撤去　変更 

技術基準適合証明番号 

発射可能な 

電波の型式、 

周波数の範囲 

変調の方式 

定格出力　　　　　　　　　　W 　　　　　　　　　W 　　　　　　　　　W 　　　　　　　　　W

終  

段  

管 

名称個数 

電　　圧　　　　　　　　　 V　　　　　　　　　 V　　　　　　　　　 V　　　　　　　　　 V

送信空中線の型式 

その他の工事設計 電波法第３章に規定する条件に合致している 

周波数測定装置 

添付図面 

A　有（誤差　　　　）　B　無 

□　送信機系統図 

22

記入を省略できます。 

添付を省略できます。 

使用する送信空中線の型式を記入します。 
付属のアンテナは「単一型」です。 

「B」に◯ を付けます。 

技適番号を 
記入します。 

■ 記入例 
　無線局事項書及び工事設計書（裏） 
 

■
開
局
申
請
書
の
書
き
方

「申請書の書き方」は平成1 6年1月1 3日に施行の電波型式の表示改定に基づき説明しています。



6969

その他

保証を受けて申請する場合
本機にTNC、パケット通信装置などを付属させる場合は、付属装置付設のため非技術基準適合証明送受
信機としての取り扱いになり、TS S株式会社の保証を受けて申請することが必要です。申請書類をTS S
株式会社へ提出してください。なお、保証を受けて申請する場合は、以下の事項にご注意ください。

保証願 
技適証明があるトランシーバーだけで申請する場合は、この用紙は必要ありません。 

50

200アマチュア局の無線設備の保証願書 
 

 
 

　　　ＴＳＳ 株式会社　　殿 
 

私は、アアマチュア局の免許申請に係わる保証を受けたいので、別紙の書類を添えて提出します。 
 
出願者 
 q 呼出符号 

 

 

フリガナ 
 

e 氏　　名 
社団の場合は代表者 

r 住　　所 
社団の場合は 

   　　　　　　事務所の所在地 

 

t 郵便番号　　　　　－  
 

y 連絡先電話番号　　　　　－ 　　　　　－  

印 

使用するトランシーバ（送信装置） 

送信機番号 

 

記　入　例 

 

第１送信機 

 

第２送信機 

有 

 

有 

 

有 

u 送信機の型名等（注１） 
o 付属装置 
（注３） 

 

 

!1

平成　　　年　　　月　　　日 

i 接続するブース 
タの型名等（注２） 

!0

FB-599D X 自作ブースタ 

［出願用紙］ 

フリガナ 
 

w 社団の名称 
社団の場合に限る 

 

「有」に◯ を 
　付けます。 

技適番号を 
記入します。 

■ 無線局事項書及び工事設計書の記入例
本機に付属装置を付設したり、改造を加えると非技術基準適合証明送受信機としての取り扱いに
なります。この場合、工事設計書の記載を省略する事はできません。下記の記入例を参考にして
記入してください。

添付を省略できます。 使用する送信空中線の形式を記入します。 

「B」に◯ を付けます。 

技適番号を記入します。 
 
F2 D、F3 E  
1 4 4MHz帯 (TH-K 2 ) 
4 3 0MHz帯 (TH-K 4 ) 
リアクタンス変調 
5［W］ 
2 S K3 4 7 6  X  1   
1 3 .8  [V ] 
 

 

付属装置による追加項
目があれば記入します。
工事設計書には一括記
載コードは記入できま
せん。 

 

付属装置 

名　　称 方　式　・　規　格（注） 

（14） （15） （13）パケット通信装置 

（16）RTTY装置 

q方式 

e周波数偏移幅 

t符号構成 

w通信速度 

r副搬送波周波数 

y電波形式 

組合わせて使用 
する送信機番号 

 

（17） （18） q方式 

e副搬送波周波数 

w通信速度 

r周波数偏移幅 

¡裏面の「付属装置」の表には「付属装置の名
称、方式・規格」と「組み合わせて使用する
送信機番号」を記入してください。

¡「無線局事項書及び工事設計書」裏面の記載事
項は省略できません。「無線局事項書及び工事
設計書の記入例」を参考にしてください。

■
開
局
申
請
書
の
書
き
方

¡「アマチュア局の無線設備の保証願書」の使
用するトランシーバー（送信装置）の「u送
受信機の型名等」の欄には本機の技適証明番
号を記入し、「o付属装置」の「有」に◯ を
付けます（→下記参照）。

※ 1  ※ 2  

1 4 4M 5W

5W4 3 0M 4 V F

4 V F
 

※ 1 希望する周波数帯を記入します。
※ 2 該当する一括記載コードを記入します。

申請書類および申請に関する問い合わせ先
ティエスエス株式会社　〒1 1 2 -0 0 1 1　東京都文京区千石4 -2 2 -6　保証事業部（0 3）5 9 7 6 -6 4 1 1
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送信機系統図

TH-K 2の送信機系統図

TH-K 4の送信機系統図

低周波増幅 
振幅制限 
LP F  

NJ M2 9 0 4 V

V CO 
2 S C5 0 6 6

緩衝増幅 
2 S C5 4 8 8

緩衝増幅 
2 S C5 4 8 8

励振増幅 
2 S K 2 5 9 6

励振増幅 
2 S C4 9 2 6 Y D

電力増幅 
2 S K 3 4 7 6

緩衝増幅 
2 S C5 4 8 8

P LL  
LMX 2 3 1 6

 

マイクロ 
ホン 

CPU 
MB9 0 5 2 2

 

1 4 4 .0 0 0～ 
1 4 5 .9 9 5MHz

水晶振動子 
1 2 .8 MHz

ANT

TMX

低周波増幅 
振幅制限 
LP F  

NJ M2 9 0 4 V

V CO 
2 S K 5 0 8 NV

緩衝増幅 
2 S C5 4 8 8

緩衝増幅 
2 S C5 4 8 8

励振増幅 
2 S K 2 5 9 6

励振増幅 
2 S C4 9 2 6 Y D

電力増幅 
2 S K 3 4 7 6

緩衝増幅 
2 S C5 4 8 8

P LL  
LMX 2 3 1 6

 

マイクロ 
ホン 

CPU 
MB9 0 5 2 2

 

4 3 0 .0 0 0～ 
4 3 9 .9 9 5MHz

水晶振動子 
1 2 .8 MHz

ANT

TMX

■
送
信
機
系
統
図
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電波を発射する前に

アマチュア局は、自局の発射する電波がテレビやラジオの受信に障害を与えたり、障害を受けてい
るとの連絡を受けた場合は、ただちに電波の発射を中止し障害の有無や程度を確認して下さい。

無線局運用規則　第9章アマチュア局の運用　第2 5 8条

アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用または放送の受信に支障を与え、若し
くは与えるおそれがあるときは、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければなら
ない。以下省略

障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線機、アンテナ系を点検し、障害に応じてお買い
上げの販売店または当社サービスセンターなどに相談するなどして適切な処置を行ってください。
受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問題にとどまらず、ご近所付き合いなどでむず
かしい場合もあります。
日本アマチュア無線機器工業会（J A IA）および（社）日本アマチュア無線連盟（J AR L）では電波
障害の対策と防止についての相談窓口を開設しておりますので、対策にお困りの場合はご相談くだ
さい。

日本アマチュア無線機器工業会（J A IA）
〒1 7 0 -0 0 0 2　東京都豊島区巣鴨1 － 1 0 － 5　第2川端ビル
TEL（0 3）3 9 4 4 -8 6 1 1

（社）日本アマチュア無線連盟（J AR L）
〒1 7 0 -8 0 7 3　東京都豊島区巣鴨1 － 1 4 － 5
T E L（0 3）5 3 9 5 -3 1 2 2

■
電
波
を
発
射
す
る
前
に
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■
保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

【保証書（別添）】
この製品には、保証書を（別途）添付しております。保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等
の記入をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管して
ください。
【保証期間】
保証期間は、お買い上げの日より1 年間です。
【補修用性能部品の最低保有期限】
ケンウッドはこのTH-K 2 /TH-K 4 の補修用性能部品を、製造打ち切り後、8 年保有しています。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
【修理に関する相談窓口】
修理に関するご相談ならびに不明な点は、お買い上げの販売店またはケンウッドのサービスセンター
へお問い合わせください。（お問い合わせ先は、別紙“ ケンウッド全国サービス網” をご覧ください。）
商品に関するお問い合わせは、カスタマ－ サポートセンターをご利用ください。

電話：（0 4 5）9 3 3 -5 5 0 2 FAX：（0 4 5）9 3 3 -5 5 5 3

修理を依頼されるときは
「故障かな？と思ったら」（64ページ）を参照してお調べください。それでも異常があるときは、製
品の電源を切って、お買い上げの販売店またはケンウッドサービスセンターにお問い合わせください。
修理に出された場合、設定されたデータが消去される場合がありますので、別途お客様ご自身でお
控え下さいますようお願いいたします。また、本機の故障、誤動作、不具合等によって通話などの
利用の機会を逸したために発生した損害などの付随的損害につきましては、ケンウッドは一切その
責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

【保証期間中は】
正常な使用状態で故障が生じた場合、保証書の規定に従って、お買い上げの販売店またはケンウッドの
サービスセンター、営業所が修理させていただきます。修理に際しましては、保証書をご提示ください。
【保証期間が過ぎているときは】
修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。
持込修理
この製品は持込修理とさせていただきます。修理をご依頼のときは、製品名、製造番号、お買い上げ
日、故障の状況（できるだけ具体的に）、ご住所、お名前、電話番号をお知らせください。
【修理料金の仕組み】（有料修理の場合は次の料金が必要です。）
技術料：
故障した製品を正常に修復するための料金
です。技術者の人件費、技術教育費、測定
機器等設備費、一般管理費等が含まれます。
部品代：
修理に使用した部品代です。その他修理に
付帯する部材等を含む場合もあります。
送料：
郵便、宅配便などの料金です。保証期間内
に無償修理などを行うにあたって、お客様
に負担していただく場合があります。

保証とアフターサービス（よくお読みください）

便利メモ

お買上げ店

   T E L      　　　 (                  )
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仕様

目項 2K-HT 4K-HT

一
般

囲範数波周 ]zHM[ 000.441 ～ 599.541 000.034 ～ 599.934

式型波電 D2F 、 E3F

スンダーピンイナテンア 05 Ω

囲範度温用使
－ 02 ＋～℃ 06 （℃ NICD ）時

－ 01 ＋～℃ 06 （℃ N34-BP 時用使 ）
0 ＋～℃ 04 （℃ N34-BP 時電充 ）

圧電源電
子端部外 0.21 ～ 0.61 V ：準標（ 8.31 V）

子端池電 0.6 ～ 0.9 V（ ：準標 V2.7 ）

流電費消

力出　時信送 H： V8.31 ）時用使源電部外（ A8.1 下以

力出　時信送 H： V2.7 子端池電（ N34-BP/ ）時用使 A0.2 下以

力出　時信送 M： V2.7 子端池電（ N34-BP/ ）時用使 A5.1 下以

力出　時信送 L： V2.7 子端池電（ N34-BP/ ）時用使 A8.0 下以

　）時号信無（　時信受 Am001 下以

　）時作動能機ブーセーリテッバ（　時信受 Am03 下以

（度定安数波周 － 02 ＋～℃ 06 ）℃ ± mpp5

式方地接 地接スナイマ

（法寸 DxHxW 、 N34-BP ）時着装 ]mm[ む含物起突は）（※ 0.85 (4.82x0.011x 0.85 )8.53x7.721x

（法寸 DxHxW 、 41-TB ）時着装 ]mm[ む含物起突は）（※ 0.85 (6.92x0.011x 0.85 )0.73x7.721x
）さ重（量質 ]g[ （ 41-TB/N34-BP ナテンア）時着装 / クッフトルベ /ハ

む含プッラトスドン 553

送
信
部

力出信送

V8.31 ）時用使源電部外（ /
V2.7 子端池電（ N34-BP/ ）時用使 :H 約 :M/W5 約 :L/W5.1 約 W5.0

V0.9 子端池電（ / ）時用使池電乾リカルア :H 約 :M/W5.3 約 :L/W2.1 約 W3.0

式方調変 調変スンタクアリ

移偏数波周大最 ± zHk5 内以

：力出信送（　度強射発スアリプス H、 /M ：力出信送 L） － Bd06 下以 /－ Bd05 下以

スンダーピンインホロクイマ k2 Ω

受
信
部

式方信受 ンイダロテヘーパースルブダ

第1 数波周間中 zHM58.83

第2 数波周間中 zHk054

（度感信受 DNANISBd21 ） － Bd51 （μ 81.0 μ )V 下以

度感チルケス － Bd81 （μ 31.0 μ )V 下以

－（度択選 /Bd6 － Bd04 ） zHk01 上以 zHk82/ 　下以

（力出波周低 01 子端池電、歪％ V2.7 ） Wm004 （上以 8 荷負）Ω

¡ J A IA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による数値です。
¡ 仕様は技術開発に伴い変更することがあります。

■
仕
様
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索引
アルファベット
APO（オートパワーオフ） ---------------- 1 6、5 2
AS C（オートマチックシンプレックスチェッカー） ---------------- 2 8
CALLスキャン ------------------------------------------ 4 2
CALLチャンネルの登録 ----------------------------- 3 3
CALLチャンネルの呼び出し ----------------------- 1 8
CO（キャリアオペレート） ------------------------ 3 8
CTCS S ---------------------------------------------------- 4 4
CTCS S を使っての交信------------------------------ 4 5
CTCS S 周波数の設定 --------------------------------- 4 4
CTCS S 周波数スキャン------------------------------ 4 5
DC  IN（外部電源）端子 ------------- 1 0、1 2、1 4
DCケーブル -------------------------------------- 1 2、6 6
DCS -------------------------------------------------------- 4 6
DCS を使っての交信 ---------------------------------- 4 7
DCS コードの設定 ------------------------------------- 4 6
DCS コードスキャン ---------------------------------- 4 7
DTMF ------------------------------------------------------ 4 8
DTMFの送信禁止 -------------------------------------- 5 1
DTMFメモリー ----------------------------------------- 4 8
DTMFメモリーの送信-------------------------------- 4 9
DTMFメモリー送信速度の設定 ------------------- 5 0
DTMFメモリー中のポーズ時間の設定 --------- 5 0
J A IA ------------------------------------------------ 7 1、7 3
J AR L ------------------------------------------------------- 7 1
MHzステップ -------------------------------------------- 1 7
MHzモード ----------------------------------------------- 1 7
MIC（外部マイクロホン）端子 ------------------- 1 4
MRモード ------------------------------------------------- 1 8
P T Tスイッチ ------------------------------------ 1 4、1 9
P Cコントロール ---------------------------------------- 6 0
S E（シーク） ------------------------------------------- 3 8
S P（外部スピーカー）端子 ------------------------ 1 4
TO（タイムオペレート） --------------------------- 3 8
TOT（タイムアウトタイマー）------------------- 5 6
V OX -------------------------------------------------------- 5 8
V OXをONにする -------------------------------------- 5 8
V OXゲインを調整する ------------------------------- 5 8
V OX遅延時間の設定 ---------------------------------- 5 8
V OX時のビジー制御 ---------------------------------- 5 9
V OX、PTT付ヘッドセット ------------------------ 6 6
V OX、PTT、TOT付ヘッドセット -------------- 6 6
V FOモード ----------------------------------------------- 1 7
V FOリセット -------------------------------------------- 6 2

数字
1 7 5 0 Hzトーンの送信 ------------------------------- 2 6

あ
安定化電源を接続する -------------------------------- 1 2
アンテナを取り付ける ----------------------------------- 9
イヤホン --------------------------------------------------- 6 6
イヤホン付クリップマイクロホン ---------------- 6 6
エンコーダーツマミ ----------------------------------- 1 4
エンコーダーロック解除 ----------------------------- 5 5
オートパワーオフ（APO） ---------------- 1 6、5 2
オートマチックシンプレックスチェッカー ------- 2 8
オートマチックレピーターオフセット---------- 2 3
オプション ------------------------------------------------ 6 6
オフセット幅--------------------------------------------- 2 7
温度プロテクション ----------------------------------- 1 9
音量を調節する ----------------------------------------- 1 6

か
開局申請書 ------------------------------------------------ 6 8
外部スピーカー端子 ----------------------------------- 1 4
外部電源端子--------------------------------------------- 1 4
外部マイクロホン端子 -------------------------------- 1 4
過電圧警告 ------------------------------------------------ 1 2
技術基準適合証明で申請する ---------------------- 6 8
技術基準適合証明（技適）ラベル ---------------- 6 8
乾電池を取り付ける ----------------------------------- 1 1
急速充電器 ------------------------------------------------ 6 6
キーロック ------------------------------------------------ 5 5
キービープ音のON/OFF ---------------------------- 5 6
クリップマイクロホン -------------------------------- 6 6
故障かな？と思ったら -------------------------------- 6 4

さ
シガレットライターケーブル -------------- 1 2、6 6
シガレットライターに接続-------------------------- 1 2
シグナルメーター -------------------------------------- 1 5
シフト ------------------------------------------------------ 2 7
充電 --------------------------------------------------------- 1 0
使用時間 --------------------------------------------------- 1 9
シンプレックスチャンネル------------------ 3 1、3 3
スキャン --------------------------------------------------- 3 8
スキャン再開条件 -------------------------------------- 3 8
スケルチの調整 ----------------------------------------- 2 9
ステップ周波数 ----------------------------------------- 2 9
スピーカーマイクロホン ----------------------------- 6 6
スプリットチャンネル ------------------------ 3 2、3 3

■
索
引
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その他

■
索
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スレッショルドレベル -------------------------------- 2 9
送受信LED ----------------------------------------------- 1 4
送信機系統図--------------------------------------------- 7 0
送信禁止 --------------------------------------------------- 5 7
送信出力を切り替える -------------------------------- 1 9
送信する --------------------------------------------------- 1 9

た
タイムアウトタイマー -------------------------------- 5 6
チャンネル表示モード -------------------------------- 3 7
ディスプレイ--------------------------------------------- 1 5
ディスプレイ照明のON/OFF ---------------------- 5 4
電源キー ------------------------------------------- 1 4、1 6
電源を取り付ける -------------------------------------- 1 0
電波形式 --------------------------------------------------- 7 3
電波を発射する前に ----------------------------------- 7 1
トーン ------------------------------------------------------ 2 4
トーン周波数の設定 ----------------------------------- 2 5
トーン周波数スキャン -------------------------------- 2 5

な
ニッケル水素バッテリーの
　取り付け／取り外し -------------------------------- 1 0
ニッケル水素バッテリーについて ---------------- 1 1
ニッケル水素バッテリーを充電する ------------- 1 0
ニッケル水素バッテリー（オプション） ---------- 6 6
日本アマチュア無線機器工業会
　（J A IA） -------------------------------------- 7 1、7 3
日本アマチュア無線連盟（J AR L）-------------- 7 1
入力できる文字 --------------------------------- 3 4、5 4
ノイズフィルター付
　シガレットライターケーブル ------------------- 6 6

は
バッテリーケース ------------------------------ 1 1、6 6
バッテリーセーブ -------------------------------------- 1 6
バッテリーセーブの時間設定 ---------------------- 5 2
バッテリー残量表示 ----------------------------------- 1 2
バッテリーの使用時間について ------------------- 1 9
パソコンへの接続 -------------------------------------- 6 0
パワーオンメッセージ ------------------------ 1 6、5 4
ハンドストラップを取り付ける ------------------- 1 3
バンドスキャン ----------------------------------------- 3 9
ビートシフト--------------------------------------------- 5 3
ビープ音 --------------------------------------------------- 5 6
プチホン型イヤホン ----------------------------------- 6 6
プライオリティースキャン-------------------------- 4 3
プライオリティーチャンネル -------------- 3 0、4 3
プログラマブルV FO ---------------------------------- 3 0

プログラミング・
　インターフェースケーブル -------------- 6 0、6 6
プログラムスキャン ----------------------------------- 4 0
プログラムスキャンメモリー ---------------------- 3 0
フルリセット--------------------------------------------- 6 2
ヘッドセット--------------------------------------------- 6 6
ベルトフックを取り付ける-------------------------- 1 3
保護カバー ------------------------------------------------ 1 0
保証とアフターサービス ----------------------------- 7 2
保証を受けて申請する -------------------------------- 6 9
ボリュームツマミ -------------------------------------- 1 4

ま
メニュー一覧表 --------------------------------- 2 1、2 2
メニューモード ----------------------------------------- 2 0
メモリークリア ----------------------------------------- 3 4
メモリーコントロール用プログラム ------------- 6 0
メモリーシフト ----------------------------------------- 3 6
メモリースキャン -------------------------------------- 4 1
メモリーチャンネル ----------------------------------- 3 0
メモリーチャンネル数の設定 ---------------------- 3 0
メモリーチャンネルの登録------------------ 3 1、3 2
メモリーチャンネルの呼び出し ------------------- 1 8
メモリーチャンネルロックアウト ---------------- 4 2
メモリーネームの登録 -------------------------------- 3 4
メモリーネームの表示設定-------------------------- 3 5
モニター機能--------------------------------------------- 1 7

ら
ランプキー ------------------------------------------------ 1 4
リセット --------------------------------------------------- 6 2
リバース --------------------------------------------------- 2 8
リモコン対応VOL付き
　スピーカーマイクロホン-------------------------- 6 6
リモコンマイクPFキーへの機能設定------------ 6 7
リリースレバー ----------------------------------------- 1 0
レピーター ------------------------------------------------ 2 3
ロックスイッチ ----------------------------------------- 6 7



〒1 9 2 -8 5 2 5　東京八王子市石川町2 9 6 7 -3

● 商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターにご相談ください。
　電話：（0 4 5）9 3 3 -5 5 0 2（受付時間　午前9 :0 0～午後6 :0 0）
＜土、日、祝日および当社休日は休ませていただきます。＞

　FA X：（0 4 5）9 3 3 -5 5 5 3
● アフターサービスのお問い合わせは、お買い上げの販売店、または最寄りのケンウッド・サービスセンター
にご相談ください。（別紙“ ケンウッド全国サービス網” をご参照ください。）
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